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(57)【要約】
ワイヤレスステーション上で異なる無線アクセス技術（
ＲＡＴｓ）を使用する複数の無線機の使用は、ＲＡＴｓ
の１つを用いる通信の帯域幅を、パケット毎に、低減す
ることにより緩和されることができる干渉を生じること
ができる。例えば、ワイヤレスステーションにより送信
されたあるいは受信されたワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）の帯域幅はロングタームイボリ
ューション（ＬＴＥ）またはＬＴＥ－アドバンスト（Ｌ
ＴＥ－Ａ）との干渉を回避するように低減されることが
できる。ワイヤレスステーションは、第１の無線機によ
り使用される干渉帯域幅の一部のみが第２の無線機上の
通信の受信を干渉すると決定することができ、したがっ
て、ワイヤレスステーションは非干渉周波数のみを使用
するように第１の無線機上の送信を動的に調整可能であ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線通信の方法において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別することと、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別すること
と、ここにおいて、前記干渉周波数は前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り
当てられた前記周波数に基づいて決定され、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡＴと異な
る；および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減することと、
を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のRATはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２の
ＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項１の
方法。
【請求項３】
　前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数はＬＴＥアッ
プリンクに利用される、請求項２の方法。
【請求項４】
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信することをさらに備える、請求項３の
方法。
【請求項５】
　前記第２のＲＡＴは前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上に少なくとも１
つのパケットを送信する、請求項２の方法。
【請求項６】
　前記干渉周波数は前記第１のＲＡＴのＬＴＥダウンリンクを感度劣化にする(desensiti
ze)、請求項２の方法。
【請求項７】
　前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅は、予め定義された帯域幅インクリメン
トを含む、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定す
ることと、および
　前記干渉周波数を含む前記予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブ
ルすることにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減することと、
をさらに備えた、請求項７の方法。
【請求項９】
　前記予め定義された帯域幅インクリメントは２０、４０、８０、および１６０帯域幅イ
ンクリメントを含む、請求項７の方法。
【請求項１０】
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントへ干渉周波
数情報を送信することと、および
　前記指定された時間期間に前記アクセスポイントからの送信を受信することと、ここに
おいて、前記送信は、干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、
をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項１１】
　無線通信のための装置において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別し、第２のＲＡＴにより利用される帯域幅において少なくとも１つの
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干渉周波数を識別するための干渉識別子と、ここにおいて、前記干渉周波数は、前記指定
された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数に基づいて決定され、前
記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡＴと異なる；および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減するための干渉緩和器と、
を備えた、装置。
【請求項１２】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項１
１の装置。
【請求項１３】
　ＬＴＥアップリンクに関して指定された期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記
周波数を使用するための送信機をさらに備えた、請求項１２の装置。
【請求項１４】
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信するための受信機をさらに備えた、請
求項１３の装置。
【請求項１５】
　前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上に少なくとも１つのパケットを前記
第２のＲＡＴを用いて送信するための送信機をさらに備えた、請求項１２の装置。
【請求項１６】
　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定し
、前記干渉周波数を含む予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルす
ることにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減するための干渉緩和器
をさらに備えた、請求項１１の装置。
【請求項１７】
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントに干渉周波
数情報を送信するための送信機と、および
　前記指定された時間の期間に前記アクセスポイントから送信を受信するための受信機と
、ここにおいて、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を
利用する、
をさらに備えた、請求項１１の装置。
【請求項１８】
無線通信のための装置において、
　指定された時間の期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくと
も１つの周波数を識別する手段と、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅において少なくとも１つの干渉周波数を識別する
手段と、ここにおいて、前記干渉周波数は、前記指定された時間の期間に前記第１のＲＡ
Ｔに割り当てられた前記周波数に基づいて決定され、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡ
Ｔと異なる；および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間の期間に前記第２の
ＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する手段と、
を備えた、装置。
【請求項１９】
前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２の
ＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項１８
の装置。
【請求項２０】
ＬＴＥアップリンクのために前記指定された時間の期間に前記第１のＲＡＴに割り当てら
れた前記周波数を使用する手段をさらに備えた、請求項１９の装置。
【請求項２１】
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ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信する手段をさらに備えた、請求項２０の
装置。
【請求項２２】
前記指定された時間の期間に前記低減された帯域幅上に少なくとも１つのパケットを前記
第２のＲＡＴを用いて送信する手段をさらに備えた、請求項１９の装置。
【請求項２３】
前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定する
手段と、および
干渉周波数を含む前記予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルする
ことにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する手段と、
をさらに備えた、請求項１８の装置。
【請求項２４】
前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて、アクセスポイントに干渉周波
数情報を送信する手段と、および
前記指定された時間の期間に前記アクセスポイントから送信を受信する手段と、ここにお
いて、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、
をさらに備えた、請求項１８の装置。
【請求項２５】
無線通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体において、前記コードは、
指定された時間の期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別し、
第２のＲＡＴにより利用される帯域幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別することと
、ここにおいて、前記干渉周波数は前記指定された時間の期間に前記第１のＲＡＴに割り
当てられた前記周波数に基づいて決定され、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡＴとは異
なる、および
前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間の期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する、
ようにプロセッサにより実行可能である、非一時的記憶媒体。
【請求項２６】
前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２の
ＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項２５
のコンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
前記コードは、さらに、ＬＴＥアップリンクのために前記指定された時間の期間に前記第
１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数を使用するようにプロセッサにより実行可能であ
る、請求項２６のコンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
前記コードは、さらに、前記指定された時間の期間に前記低減された帯域幅上に少なくと
も１つのパケットを前記第２のＲＡＴを用いて送信するようにプロセッサにより実行可能
である、請求項２６のコンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
前記コードは、さらに、
前記干渉周波数を含む少なくとも１つの所定の帯域幅インクリメントを決定し、および
前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅を決定し、および
干渉周波数を含む前記所定の帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルすることによ
り前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する、
ようにプロセッサにより実行可能である、請求項２５のコンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
前記コードはさらに、
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前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントに干渉周波数
情報を送信し、および
前記指定された時間の期間に前記アクセスポイントから送信を受信する、ここにおいて、
前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、
ように、プロセッサにより実行可能である、請求項２５のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、この譲受人に譲渡され、２０１４年７月３０日付で出願された、
「ＬＴＥ共存のためのＷＬＡＮのパケット単位の帯域幅スケジューリング」という名称の
、Wangによる米国特許出願第14/446,970号に基づく優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、無線通信システムに関連し、特に、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ
ｓ）上で通信する複数の無線機を含むワイヤレスステーションに関する。
【関連技術の記載】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャスト等のような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するように広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数
、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能
な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続
（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（Ｆ
ＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。これ
らは、無線アクセス技術の異なるカテゴリの例である。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワークによりインプリメントされるＲＡＴの一例は、Ｗｉ－Ｆ
Ｉネットワーク（ＩＥＥＥ８０２．１１）のようなワイヤレスローカルエリアネットワー
ク（ＷＬＡＮ）である。ＷＬＡＮは、局（ＳＴＡｓ）またはモバイルデバイスと通信可能
なアクセスポイント（ＡＰ）を含むことができる。ＡＰはインターネットのようなネット
ワークと結合されることができ、ワイヤレスステーションがネットワークを介して通信す
る（および／またはアクセスポイントに結合された他のデバイスと通信する）ことを可能
にする。
【０００５】
　[0005]ワイヤレスネットワークによりインプリメントされるＲＡＴの他の例は、ロング
タームイボリューション（ＬＴＥ(登録商標)）またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）
ネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークにおいて多数の基地局が含まれる
ことができ、各基地局は、別名ユーザ機器（ＵＥｓ）として知られる多数の通信デバイス
のための通信を同時にサポートする。基地局は、（例えば、基地局からＵＥへの送信のた
めに）ダウンリンクチャネル（例えば、基地局からＵＥへの送信に関する）およびアップ
リンクチャネル（例えば、ＵＥから基地局への送信に関する）上で複数のＵＥｓと通信し
得る。
【０００６】
　[0006]ワイヤレスステーションまたはＵＥは、ワイヤレスステーションまたはＵＥが複
数の異なるＲＡＴを使用する異なる複数のネットワーク上で通信することができるように
複数の無線機を含むことができる。例えば、ワイヤレスステーションまたはＵＥはＷＬＡ
ＮおよびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークの両方を介した通信に関する複数の無線機を含
むことができる。ワイヤレスステーションまたはＵＥは同様に他のタイプのネットワーク
を介して通信することができる。しかしながら、同じデバイス上に複数の無線機を持つこ
とは、２つの無線機間に干渉を生じ、少なくとも複数のネットワークの少なくとも１つの
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デバイス性能を低減させる。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]ユーザデバイスが複数の無線機を含むとき、干渉は、複数の無線機の同時使用か
ら生じる可能性がある。例えば、ＷＬＡＮ上のユーザデバイスにより使用される周波数上
の送信はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを介したユーザデバイスの通信の同時受信に干
渉を生じさせる可能性がある。同様に、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク上のユーザデバ
イスにより使用される周波数上の送信は、ＷＬＡＮを介したユーザデバイスの通信の同時
受信を生じさせる可能性がある。しかしながら、結果として生じる干渉は干渉帯域幅の一
部のみの使用から生じ得る。従って、第１の無線機により使用される干渉帯域幅の一部の
みが第２の無線機上の通信の受信と干渉するとユーザデバイスが決定することができる場
合、ユーザデバイスは、非干渉周波数のみを使用するように第１の無線機に関する送信を
動的に調整することができる。動的調整はパケット単位であり得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの実施形態において、ワイヤレス通信の方法が開示される。方法は、指
定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも１つ
の周波数を識別することを含むことができる。方法は、また、第２のＲＡＴにより利用さ
れる帯域幅における少なくとも１つの干渉周波数を識別すること、ここにおいて、干渉周
波数は、指定された時間期間に第１のＲＡＴに割り当てられた周波数に基づいて決定され
、第２のＲＡＴは第１のＲＡＴとは異なる、を含むことができる。方法はまた、干渉周波
数に少なくとも部分的に基づいて指定された時間期間に第２のＲＡＴにより利用される帯
域幅を低減することを含むことができる。
【０００９】
　[0009]１つの観点において、第１のＲＡＴはロンクタームイボボューション（ＬＴＥ）
ＲＡＴであり得、第２のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）Ｒ
ＡＴであり得る。指定された時間期間に第１のＲＡＴに割り当てられた周波数はＬＴＥア
ップリンクに利用されることができる。方法はさらに、ＬＴＥアップリンクスケジューリ
ング情報を受信することを含むことができる。第２のＲＡＴは指定された時間期間に低減
された帯域幅を介して少なくとも１つのパケットを送信することができる。干渉周波数は
、第１のＲＡＴのＬＴＥダウンリンクの感度を劣化させる(desensitize)可能性がある。
【００１０】
　[0010]他の観点において、第２のＲＡＴにより利用される帯域幅は所定の帯域幅インク
リメントを含むことができる。方法は、さらに、干渉周波数を含む少なくとも１つの所定
の帯域幅インクリメントを決定することと、および干渉周波数を含む所定の帯域幅インク
リメントの利用をディスエーブルすることにより第２のＲＡＴにより利用される帯域幅を
低減することと、を含むことができる。所定の帯域幅インクリメントは２０、４０、８０
、および１６０ＭＨｚ帯域幅インクリメントを含むことができる。
【００１１】
　[0011]さらに他の観点において、方法はさらに決定された干渉周波数に少なくとも部分
的に基づいてアクセスポイントに干渉周波数情報を送信することを含むことができる。方
法はまた、指定された時間期間にアクセスポイントから送信を受信すること、ここにおい
て、送信は干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、を含むことが
できる。
【００１２】
　[0012]別の観点において、ワイヤレス通信のための装置が開示される。装置は、指定さ
れた時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも１つの周
波数を識別するために、および第２のＲＡＴにより利用される帯域幅における少なくとも
１つの干渉周波数を識別するために識別子を含むことができ、干渉周波数は指定された時
間期間に第１のＲＡＴに割り当てられた周波数に基づいて決定され、第２のＲＡＴは第１
のＲＡＴと異なる。装置は、また、干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて指定された
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時間期間に第２のＲＡＴにより利用される帯域幅を低減するための干渉緩和器を含むこと
ができる。
【００１３】
　[0013]ある観点において、第１のＲＡＴは、ロンクタームイボリューション（ＬＴＥ）
ＲＡＴであり得、第２のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）Ｒ
ＡＴであり得る。装置はさらに、ＬＴＥアップリンクに関する指定された時間期間に第１
のＲＡＴに割り当てられた周波数を使用するための送信機を含むことができる。装置はま
た、ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信するための受信機を含むことができ
る。さらに、装置は、指定された時間期間に低減された帯域幅を介して少なくとも１つの
パケットを第２のＲＡＴを用いて送信するための送信機を含むことができる。
【００１４】
　[0014]１つの観点において、装置は、干渉周波数を含む少なくとも１つの所定の帯域幅
インクリメントを決定し、および干渉周波数を含む所定の帯域幅インクリメントの利用を
ディスエーブルすることにより、第２のＲＡＴにより利用される帯域幅を低減するための
干渉緩和器を含むことができる。
【００１５】
　[0015]さらなる観点において、装置は、決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基
づいてアクセスポイントに干渉周波数情報を送信するための送信機を含むことができる。
装置は、さらに、指定された時間期間にアクセスポイントからの送信を受信するための受
信機を含み、送信は、干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する。
【００１６】
　[0016]さらに別の観点において、ワイヤレス通信のための装置が開示される。装置は、
指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも１
つの周波数を識別する手段を含むことができる。装置はまた第２のＲＡＴにより利用され
る帯域幅における少なくとも１つの干渉周波数を識別する手段を含むことができ、干渉周
波数は指定された時間期間に第１のＲＡＴに割り当てられた周波数に基づいて決定され、
第２のＲＡＴは第１のＲＡＴと異なる。装置はまた、干渉周波数に少なくとも部分的に基
づいて指定された時間期間に第２のＲＡＴにより利用される帯域幅を低減する手段を含む
ことができる。
【００１７】
　[0017]ある観点において、第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）Ｒ
ＡＴであり得、第２のＲＡＴはワイヤレスローカエルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）Ｒ
ＡＴであり得る。装置はさらに、ＬＴＥアップリンクに関する指定された時間期間に第１
のＲＡＴに割り当てられた周波数を用いる手段を含むことができ、およびＬＴＥアップリ
ンクスケジューリング情報を受信する手段をさらに含むことができる。さらに装置は、指
定された時間期間に低減された帯域幅を介して少なくとも１つのパケットを送信する手段
を含むことができる。
【００１８】
　[0018]他の観点において、装置は、干渉周波数を含む少なくとも１つの所定の帯域幅イ
ンクリメントを決定する手段を含むことができる。装置は、干渉周波数を含む所定の帯域
幅インクリメントの利用をディスエーブルすることにより第２のＲＡＴにより利用される
帯域幅を低減する手段をさらに含むことができる。
【００１９】
　[0019]さらに他の観点において、装置は、決定された干渉周波数に少なくとも部分的に
基づいてアクセスポイントに干渉周波数情報を送信する手段を含むことができる。装置は
、指定された時間期間にアクセスポイントからの送信を受信する手段をさらに含むことが
できる。送信は、干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する。
【００２０】
　[0020]さらに他の実施形態において、無線通信に関するコンピュータ実行可能なコード
を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が開示される。コードは、指定された時間期間
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に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも１つの周波数を識別す
るためにプロセッサにより実行可能である。コードはまた、第２のＲＡＴにより利用され
る帯域幅において、少なくとも１つの干渉周波数を識別するためにプロセッサにより実行
可能であり、干渉周波数は、指定された時間期間に第１のＲＡＴに割り当てられた周波数
に基づいて決定され、第２のＲＡＴは第１のＲＡＴとは異なる。コードは、また、干渉周
波数に少なくとも部分的に基づいて指定された時間期間に第２のＲＡＴにより利用される
帯域幅を低減するようにプロセッサにより実行可能である。
【００２１】
　[0021]ある観点において、第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）Ｒ
ＡＴであり得、第２のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡ
Ｔであり得る。コードはさらに、ＬＴＥアップリンクのための指定された時間期間に第１
のＲＡＴに割り当てられた周波数を使用するためにプロセッサにより実行可能である。さ
らに、コードは、指定された時間期間に、低減された帯域幅を介して少なくとも１つのパ
ケットを第２のＲＡＴを用いて送信するためにプロセッサにより実行可能であり得る。
【００２２】
　[0022]ある他の観点において、コードは、さらに干渉周波数を含む少なくとも１つの所
定の帯域幅インクリメントを決定するようにプロセッサにより実行可能であり得る。コー
ドは、また、干渉周波数を含む所定の帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルする
ことにより第２のＲＡＴにより利用される待機幅を低減するようにプロセッサにより実行
可能である。
【００２３】
　[0023]他の観点において、コードは、決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づ
いてアクセスポイントに干渉周波数情報を送信するようにプロセッサにより実行可能であ
り得る。コードは、また、指定された時間期間にアクセスポイントからの送信を受信する
ようにプロセッサにより実行可能であり、送信は、干渉周波数情報により決定された低減
された帯域幅を利用する。
【００２４】
　[0024]前述は、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示による例の特
徴および技術的利点をどちらかといえば広く概説している。追加の特徴および利点が以下
に説明される。開示される概念および特定の例は、本開示と同じ目的を実行するための他
の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。このような等価な構
造は、添付の特許請求の範囲の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特徴は
、関連する利点とともに、それらの編成および動作の方法の両方に関して、添付の図に関
連して検討されたときに以下の説明からより良く理解されるであろう。図の各々は、例示
および説明のみを目的として提供されるものであり、特許請求の範囲の限定の定義として
提供されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　[0025]本発明の性質および利点のさらなる理解が、以下の図面を参照することによって
実現されうる。添付された図において、類似のモジュールまたは特徴は、同じ参照ラベル
を有し得る。さらに、同じタイプの様々なモジュールは、参照ラベルに、ダッシュと、類
似のモジュール間を区別する第２のラベルとを後続させることによって区別され得る。本
明細書中で第１の参照ラベルのみが使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルに関
係なく同じ第１の参照ラベルを有する類似のモジュールのいずれか１つに適用可能である
。
【図１】[0026]図１は、本開示の様々な観点に従う、複数のワイヤレス通信システムのブ
ロック図を示す。
【図２】[0027]図２は、本開示の様々な観点に従う、複数のワイヤレス通信システム上で
通信するユーザデバイスを示す。
【図３Ａ】[0028]図３Ａは、本開示の種々の観点に従う、動的パケット帯域幅調整の例を
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示す。
【図３Ｂ】[0028]図３Ｂは、本開示の種々の観点に従う、動的パケット帯域幅調整の例を
示す。
【図３Ｃ】[0028]図３Ｃは、本開示の種々の観点に従う、動的パケット帯域幅調整の例を
示す。
【図４】[0029]図4は、本開示の様々な観点にしたがう、動的パケット帯域幅調整の例を
示す。
【図５】[0030]図５は、本開示の様々な観点に従う、ワイヤレス通信に使用する装置のブ
ロック図を示す。
【図６】[0031]図６は、本開示の様々な観点に従う、ワイヤレス通信で使用する装置のブ
ロック図を示す。
【図７】図７は、本開示の様々な観点に従う、ワイヤレス通信に使用するワイヤレスステ
ーションのブロック図を示す。
【図８】図８は、本開示の様々な観点に従う、ワイヤレス通信に使用するデバイスのブロ
ック図を示す。
【図９】図９は、本開示の様々な観点に従う、ワイヤレス通信システムのブロック図を示
す。
【図１０】図１０は、本開示の様々な観点に従う、ワイヤレスステーションにより実行さ
れる無線通信に関する方法の例を図示するフローチャートである。
【図１１】図１１は、本開示の様々な観点に従う、ワイヤレスステーションにより実行さ
れる無線通信に関する方法の例を図示するフローチャートである。
【図１２】図１２は、本開示の様々な観点に従う、ワイヤレスステーションにより実行さ
れる無線通信に関する方法の例を図示するフローチャートである。
【図１３】図１３は、本開示の様々な観点に従う、アクセスポイントにより実行されるワ
イヤレス通信の方法の一例を図示するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　[0037]ワイヤレスステーションまたはＵＥのようなユーザデバイスは、異なるＲＡＴｓ
を使用する複数のワイヤレスネットワークをアクセスするための複数の無線機を含むこと
ができる。例えば、ワイヤレスステーションは、ＷＬＡＮをアクセスするための無線機を
含むことができる。ワイヤレスステーションはまたＵＥとも呼称されることができ、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａネットワークをアクセスする無線機を含む。従って、ワイヤレスステーシ
ョンは同時に両タイプのネットワークから通信を送信および／または受信することができ
る。しかしながら、干渉は、複数の無線機の同時使用から生じる可能性がある。干渉の１
つのタイプは、２以上のトランシーバの非線形動作から生じる変調間歪（ＩＭＤ）と呼ば
れる。ＩＭＤは送信の受信に対する感度の損失を生じる可能性がある。例えば、ＷＬＡＮ
上のワイヤレスステーションによる送信は干渉を生じる可能性があり、したがって、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａネットワーク上の送信の受信に対する感度の損失を生じる可能性がある。
同様に、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク上のワイヤレスステーションによる送信はＷＬ
Ａ上の送信の受信に対する感度の損失を生じる可能性がある。
【００２７】
　[0038]しかしながら、時として、干渉は、干渉無線機により使用される帯域幅全体から
生じない。例えば、ワイヤレスステーションは、ＷＬＡＮ上の送信に関する帯域幅を使用
することができるが、ＷＬＡＮ送信帯域幅の一部だけがＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信上の干渉
を実際に生じる可能性がある。したがって、干渉周波数が何であるかをワイヤレスステー
ションが一度決定すると、ワイヤレスステーションは干渉の機会を低減するように干渉帯
域幅を動的に調整することができる。たとえば、ワイヤレスステーションは、ＷＬＡＮ送
信に関するワイヤレスステーションにより使用される帯域幅とオーバラップする周波数上
の通信をそのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線機が受信することができると決定することができる
。干渉の機会を低減するために、ワイヤレスステーションは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信が
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スケジュールされる時間期間にスケジュールされたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ周波数とオーバラ
ップしない周波数にそのＷＬＡＮ送信を制限することができる。同様に、仮に、ＷＬＡＮ
受信と干渉する可能性がある周波数上でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信を行うようにワイヤレス
ステーションがスケジュールされる場合、ワイヤレスステーションは、そのアクセスポイ
ントに衝突の可能性を通知し、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信が生じるようにスケジュールされ
る時間期間に低減された帯域幅を介してその送信をアクセスポイントが送信することを要
求する。したがって、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に関してスケジュールされたリソースとの
干渉を回避するためにバケット単位で、ＷＬＡＮ通信の送受信に使用される帯域幅が動的
に調整されることができる。
【００２８】
　[0039]以下の説明は、例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載されている範囲
、適用性、または例を限定するものではない。変更が、本開示の範囲から逸脱することな
く、説明される要素の機能および配置において行われ得る。様々な例は、適宜、様々なプ
ロシージャまたはモジュールを省略、代用、あるいは追加し得る。例えば、説明される方
法が説明されるものとは異なる順序で実行され、様々なステップが追加、省略、または組
み合わされることがあり得る。また、ある特定の例に関して説明される特徴は、他の例に
おいて組み合され得る。
【００２９】
　[0040]図１は、本開示の種々の観点に従うワイヤレス通信システム１００の例を示す。
ワイヤレス通信システム１００は複数のタイプの無線アクセス技術を用いた複数のネット
ワークを含む。無線通信システム１００に図示された１つのネットワークはＷＬＡＮであ
る。無線通信システム１００に含まれる他のネットワークはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークである。同様に他のネットワークも含まれることができる。ワイヤレスステーション
１７０は、はまた、ＷＬＡＮとＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークの両方と通信しているワ
イヤレスステーションとして図示される。したがって、ワイヤレスステーション１７０は
、異なるタイプのネットワークを用いた同時通信に関する複数の無線機を含む。以下に説
明されるように、ワイヤレスステーション１７０はまたワイヤレスステーション１７０上
のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信との干渉の機会を低減するようにＷＬＡＮ送信に使用される帯
域幅を動的に調整するための干渉緩和モジュールを含む。
【００３０】
　[0041]無線通信システム１００のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク部は、基地局１０５
、複数のＵＥｓ１１５およびコアネットワーク１３０を含む。基地局１０５は、（示され
ていない）基地局コントローラの制御下で複数のＵＥｓ１１５と通信し得、基地局コント
ローラは、本開示の種々の観点において、コアネットワーク１３０または基地局１０５の
一部であり得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２を通じてコアネットワーク
１３０と制御情報および／またはユーザデータを通信することができる。種々の例におい
て、基地局１０５は、直接的または間接的のいずれかで、バックホールリンク１３４を介
して互いに通信することができ、バックホールリンク１３４は、ワイヤードまたはワイヤ
レス通信リンクであり得る。複数のキャリア（例えば、異なる周波数の波形信号）上の動
作はサポートされることができる。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で変調さ
れた信号を同時に送信することができる。例えば、各通信リンク１２５は、上述された様
々な無線技術にしたがって変調されたマルチキャリア信号であり得る。各変調された信号
は、異なるキャリア上で送られ、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オ
ーバヘッド情報、データ、等を搬送することができる。
【００３１】
　[0042]基地局１０５は、基地局アンテナを介して複数のＵＥｓ１１５とワイヤレスで通
信することができる。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的カバレッジエリア
１１０に関する通信カバレッジを提供することができる。いくつかの例において、基地局
１０５は、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基
本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（
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ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適切な用語で呼ばれ
ることができる。基地局に関する地理的カバレッジエリア１１０は、カバレッジエリア（
図示せず）の一部のみを構成する複数のセクタに分割されることができる。ワイヤレス通
信システム１００は、異なるタイプ（例えば、マクロおよび／またはスモールセル基地局
）の複数の基地局１０５を含むことができる。異なる複数の技術に関してオーバーラップ
する複数の地理的カバレッジエリア１１０が存在することができる。
【００３２】
　[0043]いくつかの例において、基地局１０５、複数のＵＥｓ１１５およびコアネットワ
ーク１３０はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを備えることができる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａネットワークにおいて、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびＵＥという用語が概して、基
地局１０５およびＵＥｓ１１５をそれぞれ説明するために使用されることができる。ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、異なるタイプのｅＮＢｓが種々の地理的領域に関するカ
バレッジを提供するヘテロジーニアス(Heterogeneous)ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
であり得る。例えば、各ｅＮＢ１０５または基地局１０５は、マクロセル、スモールセル
、および／または他のタイプのセルに関する通信カバレッジを提供することができる。「
セル」という用語は、コンテキストに依存して、基地局、基地局に関連付けられたキャリ
ア、またはキャリアあるいは基地局のカバレッジエリア（例えば、セクタ等）を説明する
ために使用されることができる３ＧＰＰ(登録商標)の用語である。
【００３３】
　[0044]マクロセルは一般に、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメートル
）をカバーし、ネットワークプロバイダとの、サービスに加入しているＵＥによる無制限
のアクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、
認可、無認可等）周波数バンドで動作することができる、マクロセルと比べてより低電力
の基地局であり得る。スモールセルは、種々の例に従うピコセル、フェムトセルおよびマ
イクロセルを含むことができる。ピコセルは相対的により小さな地理的領域をカバーする
ことができ、ネットワークプロバイダとの、サービスに加入しているＵＥｓによる無制限
のアクセスを可能にし得る。フェムトセルは、相対的に小さい地理的エリア（例えば、家
）をカバーすることができ、このフェムトセルとの関連付けを有するＵＥ（例えば、クロ
ーズド加入者グループ（ＣＳＧ）内におけるＵＥ、家の中にいるユーザのためのＵＥ、等
）による制限されたアクセスを提供することができる。マクロセルに関するｅＮＢは、マ
クロｅＮＢと呼ばれることができる。スモールセルに関するｅＮＢは、スモールセルｅＮ
Ｂ、ピコｅＮｂ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることができる。ｅＮＢは
、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ、等）のセルをサポートすることができる
。
【００３４】
　[0045]コアネットワーク１３０は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１等）を介
して基地局１０５と通信することができる。基地局１０５はまた、例えば、バックホール
リンク１３４（例えば、Ｘ２等）および／またはバックホールリンク１３２を介して（例
えば、コアネットワーク１３０を通じて）、直接的にまたは間接的に、互いに通信するこ
とができる。ネットワークは、同期動作または非同期動作のいずれかをサポートすること
ができる。同期動作の場合、基地局は、類似のフレームタイミングを有することができ、
異なる基地局からの送信は時間的にほぼ整合されることができる。非同期動作の場合、基
地局は異なるフレームタイミングを有することができ、異なる基地局からの送信は時間的
に整合されない可能性がある。ここで説明される技術は、同期動作または非同期動作のい
ずれにも使用されることができる。
【００３５】
　[0046]複数のＵＥｓ115はネットワーク全体にわたって分散され、固定またはモバイル
であり得る。ＵＥ 115はまた、当業者によって、モバイル局、加入者局、モバイルユニッ
ト、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイヤレ
スデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末
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、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバ
イルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることができ
る。ＵＥ１１５は、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレ
ス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピ
ュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、等であることがで
きる。ＵＥは、ｅＮＢｓ、スモールセルｅＮＢｓ、ＲＲＨｓ、リレー等を含む様々なタイ
プのネットワーク機器および様々なタイプの基地局と通信可能であり得る。
【００３６】
　[0047]通信リンク１２５はＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信
、および／または基地局１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含むこと
ができる。ダウンリンク送信は、順方向リンク送信とも呼ばれることができ、一方、アッ
プリンク送信は、逆方向リンク送信とも呼ばれることができる。通信リンク１２５はＦＤ
Ｄ動作を使用して（例えば、スペクトルリソースペアを使用して）またはＴＤＤ動作（例
えば、ペアになっていないスペクトルリソースを使用して）を使用して双方向通信を送信
することができる。ＦＤＤに関するフレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ１）およ
びＴＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ２）に関するフレーム構造が定義されることがで
きる。
【００３７】
　[0048]無線通信システム１００のＷＬＡＮ部は、ＩＥＥＥ８０２．１１ファミリの標準
の少なくとも１つをインプリメントし、移動局、携帯情報端末（ＰＤＡｓ）、他のハンド
ヘルドデバイス、ネットブック、ノートブックコンピュータ、タブレットコンピュータ、
ラップトップ、ディスプレイデバイス（例えば、ＴＶｓ、コンピュータモニタ等）、プリ
ンター等のようなワイヤレスデバイスまたはステーション（ＳＴＡｓ）１４５およびアク
セスポイント（ＡＰ）１４０を含む。１つのＡＰ１４０のみが図示されているけれども、
ＷＬＡＮネットワークは複数のＡＰｓ１４０を有することができる。移動局（ＭＳｓ）、
モバイルデバイス、アクセス端末（ＡＴｓ）、ユーザ機器（ＵＥ）、加入者局（ＳＳｓ）
あるいは加入者ユニットとも呼ばれ得るワイヤレスステーション１４５の各々は、通信リ
ンク１５０を介してＡＰ１４０と関連づけし通信することができる。各ＡＰ１４０は、そ
のエリア内のワイヤレスステーション１４５が典型的にＡＰ１４０と通信することができ
るような地理的カバレッジエリア１６０を有する。ワイヤレスステーション１４５は地理
的カバレッジエリア１６０全体に分散されることができる。各ワイヤレスステーション１
４５は、固定またはモバイルであり得る。
【００３８】
　[0049]図１には示されていないけれども、ワイヤレスステーション１４５は２以上のＡ
Ｐ１４０によりカバーされることができ、それゆえ、異なる時間に１つまたは複数のＡＰ
ｓ１４０と関連付けることができる。単一のＡＰ１４０およびステーションの関連づけら
れたセット基地局サービスセット（ＢＳＳ）と呼ばれることができる。拡張サービスセッ
ト（ＥＳＳ）は接続された複数のＢＳＳｓのセットであり得る。分配システム（ＤＳ）(
図示せず)は拡張サービスセット内の複数のＡＰｓ１４０を接続するために使用される。
ＷＬＡＮネットワークは、異なる技術に関するオーバラッピングカバレッジエリアおよび
可変サイズのカバレッジエリアを備えた、異なるタイプ（例えば、メトリポリタンエリア
、ホームネットワーク等）の複数のアクセスポイント１４０を含むことができる。図示し
ないけれども、他の無線デバイスがＡＰ１４０と通信することができる。
【００３９】
　[0050]ワイヤレスステーション１４５は通信リンク１５０を用いてＡＰ１４０を介して
互いに通信することができるけれども、各ワイヤレスステーション１４５はダイレクトワ
イヤレスリンク１５５を介して１つまたは複数の他のワイヤレスステーション１４５とダ
イレクトに通信することも可能である。両方のワイヤレスステーション１４５がＡＰ地理
的カバレッジエリア１６０内にあるとき、あるいは１つのワイヤレスステーション１４５
がＡＰの地理的カバレッジエリア１６０にあるときまたはいずれのワイヤレスステーショ
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ン１４５も地理的カバレッジエリア１６０にないとき（図示せず）、２以上のワイヤレス
ステーション１４５がダイレクトワイヤレスリンク１５５を介して通信することができる
。ダイレクトワイヤレスリンク１５５の例はＷｉ－Ｆｉダイレクト接続、Ｗｉ－Ｆｉトン
ネルダイレクトリンクセットアップ（ＴＤＬＳ）リンクを用いることにより確立された接
続、および他のＰ２Ｐグループ接続を含むことができる。これらの例におけるワイヤレス
ステーション１４５は、これらに限定されないけれども、８０２．１１ｂ、８０２．１１
ｇ、８０２．１１ａ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ａｄ，８０２．
１１ａｈ等を含む種々のバージョン、およびＩＥＥＥ８０２．１１からの物理層および媒
体アクセス制御（ＭＡＣ）層を含むＷＬＡＮ無線およびベースバンドプロトコルに従って
通信することができる。他のインプリメンテーションにおいて、他のピアツーピア接続お
よび／またはアドホックネットワークが使用されることができる。
【００４０】
　[0051]様々な開示されている例のうちのいくつかに適合する（accommodate）通信ネッ
トワークは、レイヤプロトコルスタックにしたがって動作するパケットベースのネットワ
ークであり得る。ユーザプレーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプ
ロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤおける通信は、ＩＰベースであり得る。無線リンク制御（Ｒ
ＬＣ）レイヤは、論理チャネルを介して通信するためにパケットセグメンテーションおよ
びリアセンブリを実行することができる。ＭＡＣレイヤは、優先処理および論理チャネル
のトランスポートチャネルへの多重化を実行することができる。ＭＡＣレイヤはまた、リ
ンク効率を改善するためにＭＡＣ層において再送を提供するハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲ
Ｑ）を使用することができる。制御プレーンにおいて、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロ
トコルレイヤは、ＵＥ１１５またはワイヤレスステーション１４５と、例えば、ユーザプ
レーンデータに使用されるコアネットワーク１３０または他のネットワークとの間のＲＲ
Ｃ接続の確立、構成、およびメインテナンスを提供することができる。
【００４１】
　[0052]上記に示したように、ワイヤレスステーション１７０は、ワイヤレスステーショ
ン１４５並びにＵＥ１１５として動作する。従って、ワイヤレスステーション１７０は複
数の異なるＲＡＴｓを用いた同時通信に関する複数の無線機を含むユーザデバイスを表す
。複数の無線機の使用から生じる干渉の機会を低減するために、無線デバイス１70は以下
に詳細に説明するように、干渉緩和モジュールを含む。ワイヤレスステーション１７０が
通信しているＡＰ１４０はまた、ワイヤレスデバイスデバイス１７０からのリクエストを
受信することができおよび受信されたリクエストに応答してワイヤレスデバイス１７０に
送信された通信の帯域幅を動的に調整することができる干渉緩和モジュールを含むことが
できる。
【００４２】
　[0053]図２は、無線ステーション１７０と複数のネットワークとの間の通信を表すブロ
ック図２００を図示する。特に、ブロック図２００は図１において記載されるように、基
地局１０５およびアクセスポイント１４０と通信しているワイヤレスステーション１７０
を示す。ワイヤレスステーション１７０と基地局１０５との間の通信は、通信リンク１２
５を介し、一方ワイヤレスステーション１７０とアクセスポイント１４０との間の通信は
、通信リンク１５０を介する。
【００４３】
　[0054]通信リンク１２５、１５０を介した通信は１つまたは複数の帯域幅を使用して送
受信される。図２において、合計帯域幅２０５は通信リンク１２５並びに通信リンク１５
０の両方に利用可能であるように図示されている。通信リンク１２５、１５０の各々は異
なる複数の帯域幅および／またはオーバラップする可能性のある複数の帯域幅を使用する
ことができる。ブロック図２００は、通信リンク１２５、１５０上の合計帯域幅２０５の
使用の一例を図示する。この例において、ワイヤレスステーション１７０は合計帯域幅２
０５の全体を用いてアクセスポイント１４０にＷＬＡＮ送信を送信する。送信により占有
される周波数はＷＬＡＮ周波数２１０として示される。ワイヤレスステーション１７０は
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また、基地局１０５からＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を受信するようにスケジュールされるこ
とができる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信は合計帯域幅２０５内の少なくともいくつかのリソ
ースブロック（ＲＢｓ）または衝突周波数２１５を使用するようにスケジュールされるこ
とができる。それゆえ、この例において、ワイヤレスステーション１７０は、ＷＬＡＮ送
信が生じる周波数と、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信が生じる可能性がある周波数との間のオー
バラップの結果としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信の受信に対する低減された感度を有するこ
とを期待することができる。
【００４４】
　[0055]しかしながら、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａリソースは前もってスケジュールされるので
、ワイヤレスステーション１７０は、ＷＬＡＮ通信のその固有の送信を調整することがで
き、あるいはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信とオーバラップしないように、ＷＬＡＮ通信のその
送信を調整するようにアクセスポイント１４０に命令することさえもできる。ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａリソーススケジューリングはミリ秒単位で変更可能であり、実際のＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ通信の約３ミリ秒前にワイヤレスステーション１７０により知られることができる
。それゆえ、ワイヤレスステーション１７０によるＷＬＡＮ帯域幅調整は、頻繁にかつ迅
速に生じることができ、帯域幅調整が動的におよびパケット単位で行われることができる
ことを意味する。ワイヤレスステーション１７０は、ＷＬＡＮパケット帯域幅がスケジュ
ールされたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａリソースとオーバラップしないようにパケット単位でその
ＷＬＡＮパケット帯域幅を動的に選択することができる。
【００４５】
　[0056]図３Ａは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信感度の低下を回避するためにそのＷＬＡＮ送
信帯域幅をワイヤレスステーション１７０がどのように動的に調整可能であるかの一例３
０５を図示する。例３０５はＷＬＡＮ通信を送信するためにワイヤレスステーション１７
０により使用されることができる合計帯域幅２０５を図示する。しかしながら、合計帯域
幅２０５内の複数の周波数のうち、いくつかの周波数（衝突周波数２１５）は、またＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ通信の期間に使用するようにスケジュールされている。ワイヤレスステー
ション１７０がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を受信するとワイヤレスステー
ション１７０は潜在的な衝突を認識することができる。したがって、ワイヤレスステーシ
ョン１７０によってＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信が受信される時間期間に衝突周波数２１５上
でＷＬＡＮ通信が起こり得るなら、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信の受信は危険にさらされる可
能性がある－ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信に対するワイヤレスステーション１７０の感度は低
減される可能性がある。したがって、潜在的な干渉を回避するために、ワイヤレスステー
ション１７０はそのＷＬＡＮ周波数３１０を調整することができる。例３０５において、
ワイヤレスステーション１７０は、２０ＭＨｚバンド、４０ＭＨｚバンドおよびさらに８
０ＭＨｚバンドに組織化されたＷＬＡＮ周波数３１０を用いてＷＬＡＮ送信を送信するこ
とができるであろう。たとえば、例３０５内の衝突周波数２１５は合計帯域幅２０５の右
半分を占有するので、ＷＬＡＮ周波数３１０は合計帯域幅２０５の左半分を占有するよう
に低減されることができる。ＷＬＡＮ送信のために２０ＭＨｚ帯域幅が使用される場合、
 最初の４つの２０ＭＨｚバンドはＷＬＡＮ周波数３１０として使用され、一方、最後の
４つの２０ＭＨｚバンドは干渉の機会を低減するために未使用のＷＬＡＮ周波数３１５と
してリザーブされる。ＷＬＡＮ送信に関して４０ＭＨｚ帯域幅が使用されるなら、最初の
２つの４０ＭＨｚバンドはＷＬＡＮ周波数３１０として使用されることができ、一方最後
の２つの４０ＭＨｚバンドは、未使用ＷＬＡＮ周波数３１５としてリザーブされる。ＷＬ
ＡＮ送信に関して８０ＭＨｚ帯域幅が使用される場合、最初の８０ＭＨｚバンドはＷＬＡ
Ｎ周波数３１０として指定され、一方第２または最後の８０ＭＨｚバンドは未使用
ＷＬＡＮ周波数３１５として指定される。例３０５において、１６０ＭＨｚバンドは衝突
周波数２１５を使用するので、１６０ＭＨｚバンドを用いたＷＬＡＮ送信は行われないで
あろう。そのかわり、１６０ＭＨｚバンドは未使用ＷＬＡＮ周波数３１５としてリザーブ
されるであろう。
【００４６】
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　[0057]図３Ａは、干渉緩和期間に使用されることができる特定の帯域幅インクリメント
（例えば、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、および１６０ＭＨｚ）を特定するけれ
ども、他の帯域幅インクリメントも使用されることができる。帯域幅インクリメントはあ
らかじめ定義されるか動的に調整されることができる。帯域幅インクリメントにかかわら
ず、例３０５は、干渉の機会を低減するために、衝突周波数２１５と干渉する可能性があ
るＷＬＡＮ周波数３１０を含む帯域幅インクリメントが未使用ＷＬＡＮ周波数３１５とし
て指定されることができる。
【００４７】
　[0058]図３Ｂは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信感度を低減することを回避するためにワイヤ
レスステーション１７０がどのようにそのＷＬＡＮ送信帯域幅を動的に調整することがで
きるかの他の例３２５を図示する。例３２５において、衝突周波数２１５は合計帯域幅２
０５の中央にある。例３２５において、ワイヤレスステーション１７０は２０ＭＨｚバン
ドおよび４０ＭＨｚバンドに組織化されたＷＬＡＮ周波数３１０を使用してＷＬＡＮ送信
を送信することができるであろう。たとえば、ＷＬＡＮ周波数３１０は、合計帯域幅２０
５の左１／４を占有するように低減されることができる。ＷＬＡＮ送信に関して２０ＭＨ
ｚ帯域幅が使用される場合、最初の２つの２０ＭＨｚバンドはＷＬＡＮ周波数３１０とし
て使用されることができ、一方残りの２０ＭＨｚバンドは未使用のＷＬＡＮ周波数３１５
としてリザーブされる。４０ＭＨｚ帯域幅がＷＬＡＮ送信に関して使用される場合、最初
の４０Ｈｚ帯域はＷＬＡＮ周波数３１０として使用されることができ、一方、最後の３つ
の４０ＭＨｚバンドは未使用ＷＬＡＮ周波数３１５としてリザーブされる。例３２５にお
いて、８０ＭＨｚバンドあるいは１６０ＭＨｚバンドは衝突周波数２１５を使用するので
、８０ＭＨｚあるいは１６０ＭＨｚバンドのいずれかを用いたＷＬＡＮ送信は行われない
であろう。そのかわり、８０ＭＨｚバンドと１６０ＭＨｚバンドは未使用ＷＬＡＮ周波数
３１５としてリザーブされるであろう。
【００４８】
　[0059]図３Ｃは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信感度を低減することを回避するためにワイヤ
レスステーション１７０がどのようにそのＷＬＡＮ送信帯域幅を動的に調整することがで
きるかの他の例３３５を図示する。例３３５において、衝突周波数２１５は合計帯域幅２
０５の開始附近にあり、したがって、ＷＬＡＮ送信を２０ＭＨｚバンドのみの使用に制限
する。たとえば、２０ＭＨｚ帯域幅がＷＬＡＮ送信に関して使用される場合、最初の２Ｍ
ＨｚバンドのみがＷＬＡＮ周波数３１０として使用され、一方、残りの２０ＭＨｚバンド
は未使用のＷＬＡＮ周波数３１５としてリザーブされる。例３３５において、４０、８０
、または１６０ＭＨｚバンドは、衝突周波数２１５を使用するので、４０、８０、または
１６０ＭＨｚのいずれかを用いたＷＬＡＮ送信はおこなわれないであろう。そのかわり、
４０、８０、および１６０ＭＨｚバンドは未使用のＷＬＡＮ周波数３１５としてリザーブ
されるであろう。
【００４９】
　[0060]干渉はまたＷＬＡＮ通信の受信期間中に起こり得る。ＷＬＡＮ通信が受信される
ことが期待される周波数上でオーバラップする周波数上のワイヤレスステーション１７０
によるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信はまた、受信されたＷＬＡＮ通信に対する低減された感度
を生じることができる。したがって、ワイヤレスステーション１７０がＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａスケジューリング情報を受信すると、ワイヤレスステーション１７０は、通信中のアク
セスポイントに、アクセスポイントからの送信が、スケジュールされたＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ周波数とオーバラップしない周波数を使用すべきであることを通知することができる。
【００５０】
　[0061]この一例が図４に図示される。図４は、ＷＬＡＮ送信帯域幅を動的に調整するた
めにどのようにワイヤレスステーション１７０がそのアクセスポイント１４０に知らせる
ことができるかの一例４００を図示する。例４００において、ワイヤレスステーション１
７０は合計帯域幅２０５の一部上にＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信を送信するようにスケジュー
ルされる。スケジュールされたリソースは、示された衝突周波数４０５により図示される
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ように、ＷＬＡＮ通信のワイヤレスステーション１７０による受信と衝突する可能性があ
る。したがって、潜在的な干渉を回避するためにワイヤレスステーション１７０は、例４
００において、ＷＬＡＮ通信が、２０ＭＨｚバンド、４０ＭＨｚバンド、さらに８０Ｍｈ
ｚバンドに組織化されたＷＬＡＮ周波数３１０に制限されるべきであることをそのアクセ
ポイント１４０に通知することができる。たとえば、例４００における衝突周波数４０５
は合計帯域幅２０５の右半分の大部分を占有するので、ＷＬＡＮ周波数３１０は合計帯域
幅２０５の左半分を占有するように低減されることができる。アクセスポイント１４０に
よるＷＬＡＮ送信に関して２０ＭＨｚバンドが使用される場合、最初の４つの２０ＭＨｚ
バンドがＷＬＡＮ周波数３１０として使用されることができ、一方、最後の４つの２０Ｍ
Ｈｚバンドは、ワイヤレスステーション１７０によるＷＬＡＮ通信の受信期間に干渉の機
会を低減するために未使用のＷＬＡＮ周波数３１５としてリザーブされる。アクセスポイ
ント１４０によるＷＬＡＮ送信に関して４０ＭＨｚ帯域幅が使用される場合、最初の２つ
の４０ＭＨｚバンドがＷＬＡＮ周波数３１０として使用されることができ、一方、最後の
２つの４０Ｈｚバンドは、未使用ＷＬＡＮ周波数３１５としてリザーブされる。ＷＬＡＮ
送信に関して８０ＭＨｚ帯域幅が使用される場合、最初の８０ＭＨｚバンドがＷＬＡＮ周
波数３１０として指定され、一方、第２のまたは最後の８０ＭＨｚバンドは未使用ＷＬＡ
Ｎ周波数３１５として指定される。例４００において、１６０ＭＨｚは衝突周波数４０５
を使用するので、１６０ＭＨｚを用いたアクセスポイント１４０によるＷＬＡＮ送信は行
われないであろう。そのかわり、１６０ＭＨｚバンドは未使用ＷＬＡＮ周波数３１５とし
てリザーブされるであろう。
【００５１】
　[0062]図5は、本開示の様々な観点にしたがって、ワイヤレス通信に関するステーショ
ンで使用するための装置505のブロック図500を示す。いくつかの例において、装置５０５
は、図１、２、３Ａ、３Ｂ、３Ｃおよび／または４を参照して記載されたワイヤレスステ
ーション１７０の観点の一例であり得る。装置505は、またプロセッサ（図示せず）であ
り得、またはプロセッサを含むことができる。装置505は、ワイヤレスステーション受信
機モジュール６１５、ワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５、および／また
はワイヤレスステーション送信機モジュール５２０を含むことができる。これらのモジュ
ールの各々は、互いに通信中である可能性がある。
【００５２】
　[0063]ワイヤレスステーション受信機モジュール５１０、ワイヤレスステーション干渉
緩和モジュール５１５および／またはワイヤレスステーション送信機モジュール５２０を
介して、装置５０５はここに記載された機能を実行することができる。たとえば、装置５
０５は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジュールを受信し、ＷＬＡＮ通信およびＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信の両方で使用される潜在的な衝突周波数を識別し、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信と干
渉する機会を低減するようにＷＬＡＮ送信に使用される周波数をパケット単位で動的に調
整することができる。さらに、装置５０５は、アクセスポイントが非干渉周波数を用いて
ＷＬＡＮ通信を送信することができるように潜在的な衝突周波数をアクセスポイントに通
知することができる。
【００５３】
　[0064]装置505のモジュールは、個々にまたは集合的に、ハードウェア内の適用可能な
機能のうちのいくつかまたは全てを実行するように適合された特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣｓ）を使用してインプリメントされることができる。代替として、機能は、集積回
路上で、他の処理ユニット（あるいはコア）によって実行されることができる。他の例に
おいては、他のタイプの集積回路（例えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩ
Ｃ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタム集積
回路（ＩＣｓ））が使用されることができ、それらは、当該技術において知られている任
意の方式でプログラムされ得る。各モジュールの機能はまた、全体的にあるいは部分的に
、メモリ内に具現化される命令群でインプリメントされることができ、汎用または特定用
途向けのプロセッサによって実行されるようにフォーマットされることができる。
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【００５４】
　[0065]ワイヤレスステーション受信機モジュール510は、様々な情報チャネル（例えば
、制御チャネル、データチャネル、等）に関連付けられたパケット、ユーザデータ、およ
び／または制御情報のような情報を受信することができる。ワイヤレスステーション受信
機モジュール５１０は例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に関して装置５０５により使用さ
れるスケジュールと周波数を記載するスケジューリング情報を受信することができる。Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報はデバイス５０５のワイヤレスステーション干渉
緩和モジュール５１５および他のモジュールに伝えられることができる。ワイヤレスステ
ーション受信機モジュール５１０はまた、異なる無線ネットワークから種々のタイプの送
信を受信することができる。たとえば、ワイヤレスステーション受信機モジュール５１０
は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信およびＷＬＡＮ通信の両方を受信することができる。これを
行うために、ワイヤレスステーション受信機モジュール５１０は複数の無線機を利用する
ことができる。
【００５５】
　[0066]ワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５は、ワイヤレスステーション
受信機モジュール５１０からＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を受信することが
でき、装置のＷＬＡＮ通信周波数に調整が行われるべきかどうかを決定するために受信さ
れたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を使用することができる。ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ送信の受信を感度劣化(desensitizing)にするのを回避するためにＷＬＡＮ送信周波
数に対する調整が行われるなら、ワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５はＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報に基づいて、そのＷＬＡＮ送信のパケット単位の
バンド幅を動的調整することができる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信によりＷＬＡＮ通信受信
の感度劣化を回避するためにＷＬＡＮ受信周波数に対する調整が行われる場合、ワイヤレ
スステーション干渉緩和モジュール５１５は、ＷＬＡＮ送信周波数が調整されるべきであ
ることをアクセスポイントに通知するために装置５０５と通信中のアクセスポイントへの
メッセージを作成することができる。
【００５６】
　[0067]ワイヤレスステーション送信機モジュール５２０は装置５５０の他のモジュール
から受信された信号を送信することができる。例えば、送信機モジュール５２０は複数の
無線機を用いてＷＬＡＮまたはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信のいずれかを送信することができ
る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信は、受信されたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報に
従って行われる。ＷＬＡＮ送信は、ワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５に
より識別される、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信受信との干渉の機会を低減する周波数を用いて
行われる。ワイヤレスステーション送信機モジュール５２０はまた、そのＷＬＡＮ送信周
波数をアクセスポイントが調整することを要求する、メッセージをワイヤレスステーショ
ン緩和モジュール５１５からアクセスポイントに送信することができる。いくついかの例
において、ワイヤレスステーション送信機モジュール５２０は、ワイヤレスステーション
トランシーバモジュール内のワイヤスステーション受信機モジュール５１０とコロケート
される(collocated)ことができる。ワイヤレスステーション送信機モジュール５２０は複
数のアンテナを利用することができる。
【００５７】
　[0068]図６は種々の例に従う、ワイヤレス通信のためのワイヤレスステーションにおい
て使用される装置５０５－ａのブロック図６００を示す。装置５０５－ａは、図１、２、
３Ａ、３Ｂ、３Ｃおよび／または４を参照して記載されるワイヤレスステーション１７０
の観点の一例であり得る。それはまた、図5を参照して記載された装置505の一例であり得
る。装置５０５－ａはワイヤレスステーション受信機モジュールｔ１０－ａ、ワイヤレス
ステーション干渉緩和モジュール５１５－ａ、および／またはワイヤレスステーション送
信機モジュール５２０－ａを含むことができ、それらは、装置５０５の対応するモジュー
ル群の例であり得る。装置505－ａはまた、プロセッサ（図示せず）を含むことができる
。これらのモジュールの各々は、互いと通信状態にあり得る。ワイヤレスステーション干
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渉緩和モジュール５１５－ａはＬＴＥ干渉検出器６０５、ＷｌＡＮ干渉検出器６１０、お
よび／またはＷＬＡＮ送信調節器６１５を含むことができる。ワイヤレスステーション受
信機モジュール５１０－ａおよびワイヤレスステーション送信機モジュール５２０－ａは
、それぞれ図５のワイヤレスステーション受信機モジュール５１０とワイヤレスステーシ
ョン送信機モジュール５２０の機能を実行することができる。
【００５８】
　[0069]ＬＴＥ干渉検出器６０５はワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５－
ａのコンポーネントであり得、装置５０５－ａとのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信が干渉を起こ
しやすいかどうかを検出するために使用されることができる。特に、ＬＴＥ干渉検出器６
０５は装置５０５－ａに関するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を受信すること
ができる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報は装置５０５－ａが送信しようとし
ているＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信の周波数とタイミングを識別することができる。しかしな
がら、この情報から、ＬＴＥ干渉検出器６０５は装置５０５－ａが受信しようとしている
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信の周波数とタイミングを決定することができる。ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａスケジューリング情報は、ワイヤレスステーション受信機モジュール５１０－ａによ
り受信されることができ、次に、例えば、ＬＴＥ干渉検出器６０５に伝達されることがで
きる。ＬＴＥ干渉検出器６０５がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を保持すると
、ＬＴＥ干渉検出器６０４は、任意の同時にスケジュールされたＷＬＡＮ送信の帯域幅が
低減されるべきかどうかを決定するためにＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を使
用することができる。そうであるなら、ＬＴＥ干渉検出器６０５はＷＬＡＮ送信調節器６
１５に通知することができる。
【００５９】
　[0070]ＷＬＡＮ干渉モジュール６１０はワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５
１５－ａのコンポーネントであり得、装置５０５－ａとのＷＬＡＮ通信が干渉を起こしや
すいかどうかを検出するために使用されることができる。特に、ＷＬＡＮ干渉検出器６１
０は装置５０５－ａに関するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を受信することが
できる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報は装置５０５－ａが送信しようとして
いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信の周波数とタイミングを識別することができる。例えば、Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報はワイヤレスステーション受信機モジュール５１
０－ａにより受信されることができ、次に、ＷＬＡＮ干渉検出器６１０に伝達されること
ができる。ＷＬＡＮ干渉検出器６１０がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を保持
すると、ＷＬＡＮ干渉検出器６１０は、装置５０５－ａにより受信されると期待される任
意のＷＬＡＮ送信の帯域幅が低減されるべきかどうかを決定するためにＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａスケジューリング情報を使用することができる。そうであるなら、ＷＬＡＮ干渉検出器
６１０は装置５０５－ａと通信しているアクセスポイントに関するメッセージを生成する
ことができ、それにより、干渉が起こる可能性があり、アクセスポイントはスケジュール
された時間期間に装置５０５－ａへのそのＷＬＡＮ送信の帯域幅を低減すべきであること
を通知する。メッセージは、ワイヤレスステーション送信機モジュール５２０－ａを介し
てアクセスポイントに送信されることができる。
【００６０】
　[0071]ＷＬＡＮ送信調節器６１５はＬＴＥ干渉検出器６０５からメッセージを受信し、
ＬＴＥ干渉検出器６０５により決定された、干渉を起こす可能性がある周波数上でＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ通信が生じている時間期間に送信されるようにスケジュールされるパケット
のＷＬＡＮ送信帯域幅を調節する。帯域幅調節はパケット単位で行われ、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａスケジューリング情報が装置５０５－ａにより受信される周波数として更新され得る
。（各調節の周波数とタイミングを意味する）帯域幅調節の詳細は、実際のＷＬＡＮ送信
に使用されるためにワイヤレスステーション送信機モジュール５２０－ａに伝達されるこ
とができる。
【００６１】
　[0072]図７を参照すると、異なるＲＡＴｓを利用する複数の無線機の動作から生じる緩
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和干渉するためのワイヤレスステーション１７０－ａを図示する。ワイヤレスステーショ
ン１７０－ａは、様々な他の構成を有し、パーソナルコンピュータ（例えば、ラップトッ
プコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレットコンピュータ、等）、セルラ電
話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネットアプライアンス、ゲー
ミングコンソール、電子リーダ、等に含まれるか、またはその一部であり得る。ワイヤレ
スステーション170－ａは、モバイル動作を容易にするために、小型のバッテリのような
、内部電源（図示せず）を有し得る。ワイヤレスステーション１７０－ａは図１、２、３
Ａ、３Ｂ３Ｃおよび／または４に関連して記載されたワイヤレスステーション１７０並び
に図５および／または６に関連して記載された装置５０５の一例であり得る。
【００６２】
　[0073]ワイヤレスステーション１７０－ａは図５および／または６のワイヤレスステー
ションプロセッサモジュール７１０、ワイヤレスステーションメモリモジュール７２０、
ワイヤレスステーショントランシーバモジュール７４０、ワイヤレステーションアンテナ
７５０、およびワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５－ｂを含むことができ
る。これらのモジュールの各々は、少なくとも１つのバス705を介して、直接的または間
接的に、互いと通信状態にありうる。
【００６３】
　[0074]ワイヤレスステーションメモリモジュール720は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含み得
る。ワイヤレスステーションメモリモジュール７２０は、実行されると、ワイヤレスステ
ーションプロセッサモジュール７１０に、異なるＲＡＴｓを用いる異なる無線機上の同時
通信間の干渉を緩和するためにここに記載された種々の機能を実行させる命令を含むコン
ピュータ可読でコンピュータ実行可能なソフトウエア（ＳＷ）コード７２５を記憶するこ
とができる。代替的に、ソフトウェアコード725は、ワイヤレスステーションプロセッサ
モジュール７１０によって直接実行可能ではないけれども、（例えば、コンパイルされ、
実行されると）、コンピュータに、本明細書で説明されている機能を実行させるように構
成されることができる。
【００６４】
　[0075]ワイヤレスステーションプロセッサモジュール710は、インテリジェントハード
ウェアデバイス、例えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、等を含み得る。ワ
イヤレステーションプロセッサモジュール710は、ワイヤレスステーションアンテナ７５
０を介した送信のためにワイヤレスステーショントランシーバモジュール７４０に送信さ
れる、および／またはワイヤレスステーショントランシーバモジュール７４０を介して受
信される情報を処理し得る。ワイヤレスステーションプロセッサモジュール７１０は、単
独であるいは、ワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５－ｂと関連して、異な
るＲＡＴｓを用いる複数の無線機上の同時通信間の干渉を緩和する種々の観点を処理する
ことができる。
【００６５】
　[0076]ワイヤレスステーショントランシーバモジュール７４０は（例えば、図１および
／または２の）基地局１０５およびアクセスポイント１４０の両方と双方向に通信するこ
とができる。ワイヤレスステーショントランシーバモジュール740は、各々が少なくとも
１つの送信機モジュールおよび少なくとも１つの別個の受信機モジュールを含む複数の無
線機としてインプリメントされ得る。ワイヤレスステーショントランシーバモジュール74
0は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ750に提供し、ワイ
ヤレスステーションアンテナ750から受信されたパケットを復調するモデムを含み得る。
ワイヤレスステーション１７０－ａは複数のワイヤレスステーションアンテナ７５０を含
むことができる。
【００６６】
　[0077]図7のアーキテクチャにしたがって、ワイヤレスステーション170－ａは、ワイヤ
レスステーション通信管理モジュール730をさらに含むことができる。ワイヤレスステー
ション通信管理モジュール７３０は種々の基地局および／またはアクセスポイントとの通
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信を管理することができる。ワイヤレスステーション通信管理モジュール730は、少なく
とも１つのバス705を介してワイヤレスステーション170－ａの他のモジュールの一部また
はすべてと通信状態にある、ワイヤレスステーション170－ａのモジュールであり得る。
代替として、ワイヤレスステーション通信管理モジュール730の機能性は、ワイヤレスス
テーショントランシーバモジュール740のモジュールとして、コンピュータプログラム製
品として、および／またはワイヤレスステーションプロセッサモジュール710の少なくと
も１つのコントローラ要素としてインプリメントされ得る。
【００６７】
　[0078]ワイヤレスステーション１７０－ａのモジュールは、図１、２、３Ａ、３Ｂ、３
Ｃ、４、５および／または６に関連して上述した観点を実施することができ、これらの観
点は簡潔さのためにここでは繰り返されない。さらに、ワイヤレスステーション１７０－
ａのモジュールは、図１０、１１および／または12に関して以下で説明される観点をイン
プリメントすることができ、これらの観点はまた簡潔さのために、ここでは繰り返されな
い。
【００６８】
　[0079]図8は、本開示の様々な観点にしたがって、ワイヤレス通信に関するアクセスポ
イントまたはＡＰで使用するデバイス８０５のブロック図800を示す。デバイス805は、図
１、２および／または4を参照して説明されたＡＰ140の複数の観点の一例であり得る。デ
バイス８０５はアクセスポイント受信機モジュール８１０、アクセスポイント干渉緩和モ
ジュール８１５、および／またはアクセスポイント送信機モジュール８２０を含むことが
できる。デバイス805はまた、プロセッサ（図示せず）であり得るかまたはプロセッサを
含むことができる。これらのモジュールの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【００６９】
　[0080]デバイス８０５は、アクセスポイント受信機モジュール８１０、アクセスポイン
ト干渉緩和モジュール８１５、および／またはアクセスポイント送信機モジュール８２０
を介して、ここに記載された機能を実行することができる。例えば、デバイス８０５は、
デバイス８０５からワイヤレステーション１７０へのＷＬＡＮ送信が低減された帯域幅で
行われるべきであるというメッセージをワイヤレスステーション１７０から受信すること
ができる。送信帯域幅における低減の特定の周波数とタイミングは受信されたメッセージ
に含まれることができる。受信されたメッセージに従って、デバイス８０５はパケット単
位でＷＬＡＮ送信帯域幅を調節することができる。
【００７０】
　[0081]デバイス805のモジュールは、個々にまたは集合的に、ハードウェア内で適用可
能な機能のうちのいくつかまたは全てを実行するように適合されたＡＳＩＣを使用してイ
ンプリメントされ得る。代替として、機能は、集積回路上で、他の処理ユニット（あるい
はコア）によって実行されうる。他の例においては、他のタイプの集積回路（例えば、ス
トラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣｓ
）が使用され得、それらは、当該技術において知られている任意の方式でプログラムさる
ことができる。各モジュールの機能はまた、全体的にあるいは部分的に、汎用または特定
用途のプロセッサにより実行されるようにフォーマット化され、メモリ内に具現化された
命令群でインプリメントされることができる。
【００７１】
　[0082]アクセスポイント受信機モジュール810は、様々な情報チャネル（例えば、制御
チャネル、データチャネル、等）に関連付けられたパケット、ユーザデータ、および／ま
たは制御情報のような情報を受信することができる。アクセスポイント受信機モジュール
８１０はＷＬＡＮ送信帯域幅が低減されるべきであることを示す、ワイヤレスステーショ
ン１７０から送信されたメッセージを受信することができる。情報は、デバイス８０５の
アクセスポイント干渉緩和モジュール８１５およびデバイス８０５の他のモジュールへ伝
達されることができる。
【００７２】
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　[0083]アクセスポイント干渉緩和モジュール８１５はアクセスポイント受信機モジュー
ル８１０を介して複数のワイヤレスステーション１７０からメッセージを受信することが
でき、受信されたメッセージに従って複数の送信ワイヤレスステーション１７０へのＷＬ
ＡＮ送信を調節することによりメッセージに応答することができる。特に、デバイス８０
５から送信されたＷＬＡＮ送信の帯域幅は、ワイヤレスステーション１７０において、ス
ケジュールされたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信との可能性のある干渉を回避するために低減さ
れることができる。ＷＬＡＮ帯域幅は、パケット単位で低減可能であり、帯域幅の任意の
変化はワイヤレスステーション１７０により送信されたメッセージ内で識別された時間期
間にのみあるいは更新されたメッセージがデバイス８０５において受信されるまで生じる
ことができる。そのような送信の低減されたＷＬＡＮ周波数およびタイミングは、インプ
リメンテーションのためにアクセスポイント干渉緩和モジュール８１５からアクセスポイ
ント送信機モジュール８２０へ通信されることができる。
【００７３】
　[0084]アクセスポイント送信機モジュール８２０は、アクセスポイント干渉緩和モジュ
ール８１５の命令群に従ってＷＬＡＮ送信を送信することができる。いくつかの例におい
て、アクセスポイント送信機モジュール８２０は１つのトランシーバモジュール内に、ア
クセスポイント受信機モジュール８１０とコロケーとされてもよい。
【００７４】
　[0085]図9を参照すると、ワイヤレスステーションにおける干渉緩和を支援することが
できるアクセスポイントまたはＡＰ１４０－ａを図示する図９００が示される。いくつか
の観点において、アクセスポイント１４０－ａは図１および／または２のアクセスポイン
ト１４０の一例であり得る。アクセスポイント１４０－ａは、アクセスポイントプロセッ
サモジュール９１０、アクセスポイントメモリモジュール９２０、アクセスポイントトラ
ンシーバモジュール９３０、アクセスポイントアンテナ９４０、およびアクセスポイント
干渉緩和モジュール８１５－ａを含むことができる。アクセスポイント干渉緩和モジュー
ル８１５－ａは図８のアクセスポイント干渉緩和モジュール８１５の一例であり得る。い
くつかの例では、アクセスポイント140－ａはまた、アクセスポイント通信モジュール960
およびアクセスポイントネットワーク通信モジュール970のうちの１つまたは両方を含む
ことができる。これらの構モジュールの各々は、少なくとも１つのバス905を介して、直
接的または間接的に、互いと通信状態にあり得る。
【００７５】
　[0086]アクセスポイントメモリモジュール920は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
および読取専用メモリ（ＲＯＭ）を含むことができる。アクセスポイントメモリモジュー
ル９２０は、また、実行されると、例えば、ＷＬＡＮ送信帯域幅が低減されることを要求
するメッセージワイヤレスステーションから受信し、このメッセージに応答するためにこ
こに記載された種々の機能をアクセスポイントプロセッサモジュール９１０に実行させる
、命令群を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能なソフトウェア（ＳＷ）コード
９２５を記憶することができる。代替として、ソフトウェコード925は、アクセスポイン
トプロセッサモジュール９１０によって直接的に実行可能でない場合があるが、例えば、
コンパイルされ、実行されると、コンピュータに、ここで説明された機能を実行させるよ
うに構成され得る。
【００７６】
　[0087]アクセスポイントプロセッサモジュール910は、インテリジェントハードウェア
デバイス、例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、等
を含みうる。アクセスポイントプロセッサモジュール910は、アクセスポイントトランシ
ーバモジュール930、アクセスポイント通信モジュール960、および／またはアクセスポイ
ントネットワーク通信モジュール970を通じて受信された情報を処理することができる。
アクセスポイントプロセッサモジュール910はまた、アクセスポイントアンテナ940を通じ
た送信のためにアクセスポイントトランシーバモジュール930に、アクセスポイント通信
モジュール960に、および／またはアクセスポイントネットワーク通信モジュール970に送
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信される情報を処理することができる。アクセスポイントプロセッサモジュール９１０は
、ＷＬＡＮ送信の帯域幅を低減するためにワイヤレスステーションからのリクエストを受
信し、応答することに関連した種々の観点を、単独であるいはアクセスポイントインタフ
ェース緩和モジュール８１５－ａと連携して(in connection with)処理することができる
。
【００７７】
　[0088]アクセスポイントトランシーバモジュール930は、パケットを変調し、変調され
たパケットを送信のためにアクセスポイントアンテナ940に提供し、アクセスポイントア
ンテナ940から受信されたパケットを復調するモデムを含み得る。アクセスポイントトラ
ンシーバモジュール930は、少なくとも１つの送信機モジュールおよび少なくとも１つの
別個の受信機モジュールとしてインプリメントされることができる。アクセスポイントト
ランシーバモジュール９３０は、例えば、図１および／または２に図示されるように少な
くとも１つのワイヤレスステーション１４５、１７０と、アクセスポイントアンテナ９４
０を介して双方向に通信することができる。アクセスポイント140－ａは、典型的に、複
数のアクセスポイントアンテナ940（例えば、アンテナアレイ）を含むことができる。ア
クセスポイント140－ａは、アクセスポイントネットワーク通信モジュール970を通じてコ
アネットワーク980と通信することができる。アクセスポイント140－ａは、アクセスポイ
ント通信モジュール960を使用して、アクセスポイント140－ｂおよびアクセスポイント14
0－ｃのような他のＡＰと通信することができる。
【００７８】
　[0089]図9のアーキテクチャにしたがって、アクセスポイント１４０－ａは、アクセス
ポイント通信管理モジュール950をさらに含むことができる。アクセスポイント通信管理
モジュール９５０は図１のネットワーク内に図示されるステーション群および／または他
のデバイス群との通信を管理することができる。アクセスポイント通信管理モジュール95
0は、バスまたは複数のバス905を介してアクセスポイント140－ａの他のモジュールの一
部またはすべてと通信状態にあることができる。代替として、アクセスポイント通信管理
モジュール950の機能性は、アクセスポイントトランシーバモジュール930のモジュールと
して、コンピュータプログラム製品として、および／またはアクセスポイントプロセッサ
モジュール910の少なくとも１つのコントローラ要素としてインプリメントされることが
できる。
【００７９】
　[0090]アクセスポイント140－ａのモジュールは、図１、２、４および／または８に関
して上述した観点をインプリメントすることができ、これらの観点は、簡潔さのために、
ここでは繰り返されない。さらに、アクセスポイント140－ａのモジュールは、図13に関
して以下で説明される観点をインプリメントすることができる。これらの観点もまた、簡
潔さのために、ここでは繰り返されない。
【００８０】
　[0091]図10は、本開示の様々な観点にしたがって、ワイヤレス通信のための方法1000の
例を例示するフローチャートである。明瞭さのために、方法１０００は、図１、２、３Ａ
、３Ｂ、３Ｃ、４および／または７の観点、および／または図５および／または６を参照
して記載される装置５０５の観点を参照して以下に記載される。いくつかの例において、
ワイヤレスステーションは、以下に説明される機能を実行するためにワイヤレスステーシ
ョンの機能的な要素を制御するためのコードのセットを実行することができる。付加的に
あるいは代替的に、ワイヤレスステーションはハードウェアを用いて以下に記載される機
能を実行することができる。
【００８１】
　[0092]ブロック１００５において、方法１０００は、指定された時間期間に第１の無線
アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくともひとつの周波数を識別することを含
むことができる。例として、これはワイヤレスステーションのためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
スケジューリング情報を取得し、スケジューリング情報に従って使用される周波数を決定
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することにより実行されることができる。代替的に、識別された第１の周波数はＷＬＡＮ
通信の受信中に使用される周波数であり得る。ブロック１００５の動作は、図５、６、お
よび／または７を参照して記載されるワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５
を用いて実行されることができる。
【００８２】
　[0093]ブロック１０１０において、方法１０００は第２のＲＡＴにより利用される帯域
幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別することを含み、干渉周波数は指定された時間
期間に第１のＲＡＴに割り当てられた周波数に基づいて決定され、第２のＲＡＴは第１の
ＲＡＴとは異なる。一例として、第２のＲＡＴはＷＬＡＮ内でインプリメントされること
ができ、干渉周波数は、ＷＬＡＮ送信のためにワイヤレスステーションにより使用される
周波数であり得る。代替的に、第２のＲＡＴはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムであり得、干
渉周波数はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信のためにワイヤレスステーションにより使用される周
波数であり得る。ブロック１０１０の動作は、図５、６、および／または７を参照して記
載されるワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５を用いて実行されることがで
きる。
【００８３】
　[0094]ブロック１０１５において、方法１０００は干渉周波数に少なくとも部分的に基
づいて、指定された時間期間に第２のＲＡＴにより利用される帯域幅を低減することを含
むことができる。一例として、ワイヤレスステーションはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信と干渉
しないためにそのＷＬＡＮ送信の帯域幅を低減することができるであろう。ブロック１０
１５の動作は、図５、６、および／または７を参照して記載されたワイヤレスステーショ
ン干渉緩和モジュール５１５を用いて実行されることができる。
【００８４】
　[0095]このように、方法1000は、干渉緩和を包含するワイヤレス通信を提供することが
できる。方法1000は、単に１つのインプリメンテーションに過ぎず、方法1000の動作は、
他のインプリメンテーションが可能になるように、再構成またはそうでない場合は修正さ
れ得ることに留意されたい。
【００８５】
　[0096]図11は、本開示の様々な観点にしたがって、ワイヤレス通信のための方法1100の
例を例示するフローチャートである。簡潔さのために、方法１１００は図１、２、３Ａ、
３Ｂ、３Ｃ、４、および／または７を参照して記載されたワイヤレスステーション１７０
の観点、および／または図５および／または６を参照して記載された装置５０５の観点を
参照して以下に記載される。いくつかの例において、ワイヤレスステーションは、以下に
説明される機能を実行するためにワイヤレスステーションの機能的な要素を制御するため
のコードのセットを実行することができる。付加的にあるいは代替的にワイヤレスステー
ションはハードウェアを用いて以下に記載される機能を実行することができる。
【００８６】
　[0097]ブロック１１０５において、方法１１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリン
グ情報を受信することを含むことができる。受信されたスケジューリング情報はワイヤレ
スステーションに関するものであり、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信および／または受信の両方
の期間に使用されることができる周波数を決定するためにワイヤレスステーションにより
使用されることができる。受信されたスケジューリング情報はまた識別された周波数の使
用のタイミングを決定するために使用されることができる。ブロック１１０５の動作は図
５、６、および／または７を参照して記載されるワイヤレスステーション干渉緩和モジュ
ール５１５を用いて実行されることができる。
【００８７】
　[0098]ブロック１１１０において、方法１１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信と干渉する
可能性がある少なくとも１つのＷＬＡＮ送信周波数を決定することを含むことができる。
ワイヤレスステーションがＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を保持すると、ワイ
ヤレスステーションはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に関して使用される周波数を比較すること
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ができ、任意のＷＬＡＮ送信周波数がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信と干渉する可能性があるか
どうかを決定することができる。ブロック１１１０における動作は、図５、６、および／
または７を参照して記載されるワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１５を用い
て実行されることができる。
【００８８】
　[0099]ブロック１１１５において、方法１１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信との干渉を
低減するためにＷＬＡＮ送信周波数を調節することを含むことができる。衝突が識別され
るなら、ワイヤレスステーションはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信と干渉する機会を回避または
低減するためにパケット単位でＷＬＡＮ送信に使用される帯域幅を調節することができる
。ブロック１１１５の動作は、図５、６、および／または７を参照して記載されるワイヤ
レスステーション干渉緩和モジュール５１５を用いて実行されることができる。
【００８９】
　[0100]このように、方法1100は、干渉緩和を包含するワイヤレス通信を提供することが
できる。方法1100は、単に１つのインプリメンテーションに過ぎず、方法1100の動作は、
他のインプリメンテーションが可能になるように、再構成またはそうでない場合は修正さ
れ得ることに留意されたい。
【００９０】
　[0101]図12は、本開示の様々な観点にしたがって、ワイヤレス通信に関する方法1200の
一例を例示するフローチャートである。簡潔さのために、方法１２００は図１、２、３Ａ
、３Ｂ、３Ｃ、４および／または７を参照して記載されたワイヤレスステーション１７０
の観点、および／または図５および／または６を参照して記載された装置５０５の観点を
参照して以下に記載される。いくつかの例において、ワイヤレスステーションは、以下に
説明される機能を実行するためにワイヤレスステーションの機能的な要素を制御するため
のコードのセットを実行することができる。付加的にあるいは代替的にワイヤレスステー
ションはハードウェアを用いて以下に記載される機能を実行することができる。
【００９１】
　[0102]ブロック１２０５において、方法１２００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリン
グ情報を受信することを含むことができる。受信されたスケジューリング情報は、ワイヤ
レスステーションに関し、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信および／または受信の両方の期間に使
用されることができる周波数を決定するためにワイヤレスステーションにより使用される
ことができる。受信されたスケジューリング情報はまた識別された周波数の使用のタイミ
ングを決定するために使用されることができる。ブロック１２０５の動作は、図５、６、
および／または７を参照して記載されるワイヤレスステーション干渉緩和モジュール５１
５を用いて実行されることができる。
【００９２】
　[0103]ブロック１２１０において、方法１２００はＷＬＡＮ受信と干渉する可能性があ
る少なくとも１つのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信を決定することを含むことができる。ワイヤ
レスステーションがＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング情報を保持すると、ワイヤレス
ステーションはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に関して使用される周波数を比較し、任意のＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ送信周波数がＷＬＡＮ受信と干渉するかどうかを決定することができる。
ブロック１２１０の動作は、図５、６、および／または７を参照して記載されるワイヤレ
スステーション干渉緩和モジュール５１５を用いて実行されることができる。
【００９３】
　[0104]ブロック１２１５において、方法１２００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信が干渉周波
数上で生じるようにスケジュールされる時間期間にＷＬＡＮダウンロードパケットの所望
の帯域幅をアクセスポイントに送信することを含むことができる。ブロック１２１５の動
作は図５、６および／または７を参照して記載されるワイヤレスステーション干渉緩和モ
ジュール５１５を用いて実行されることができる。
【００９４】
　[0105]ブロック１２２０において、方法１２００は所望の帯域幅上でアクセスポイント
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からＷＬＡＮダウンロードパケットを受信することを含むことができる。この場合、アク
セスポイントは送信されたリクエストを受信し、リクエストに従って応答したであろう。
ブロック1220における動作は、図５および／または６を参照して説明された少なくともワ
イヤレスステーション受信機モジュール510、及び／または図７を参照して説明されたワ
イヤレスステーショントランシーバモジュール７４０を用いて実行されることができる。
【００９５】
　[0106]このように、方法1200は、干渉緩和を包含するワイヤレス通信を提供し得る。方
法1200は、単に１つのインプリメンテーションに過ぎず、方法1200の動作は、他のインプ
リメンテーションが可能になるように、再構成またはそうでない場合は修正されることが
できることに留意されたい。
【００９６】
　[0107]図13は、本開示の様々な観点にしたがって、ワイヤレス通信のための方法1300の
例を例示するフローチャートである。簡潔さのために、方法１３００は、図１、２、４お
よび／または９を参照して記載されたアクセスポイント１４０の観点、および／または図
８を参照して説明されたデバイス８０５の観点を参照して以下に記載される。いくつかの
例において、アクセスポイントは、以下に記載される機能を実行するためにアクセスポイ
ントの機能要素を制御するためにコードのセットを実行することができる。付加的にある
いは代替的にアクセスポイントはハードウェアを用いて以下に記載される機能を時実行す
ることができる。
【００９７】
　[0108]ブロック１３０５において、方法１３００は、ワイヤレスステーションにおける
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信との干渉を回避するためにダウンロードパケット帯域幅を調節す
るためのリクエストをワイヤレスステーションから受信することを含むことができる。受
信されたリクエストは、ワイヤレスステーションがＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスケジューリング
情報を受信し、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信が生じるようにスケジュールされた周波数がＷＬ
ＡＮ受信と干渉する可能性があると決定された後、ワイヤレスステーションにより発生さ
れたかもしれない。ブロック１３０５の動作は図８および／または９を参照して記載され
たアクセスポイント干渉緩和モジュール８１５を用いて実行されることができる。
【００９８】
　[0109]ブロック１３１０において、方法１３００は、受信されたリクエストに従ってワ
イヤレスステーションにダウンロードパケットを送信することを含むことができる。した
がって、ワイヤレスステーションにおけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信とＷＬＡＮ受信との間
の干渉の機会が低減されることができる。ブロック１３１０における動作は、図８および
／または９を参照して記載された少なくともアクセスポイント干渉緩和モジュール８１５
を用いて実行されることができる。
【００９９】
　[0110]このように、方法1300は、干渉緩和を包含するワイヤレス通信を提供し得る。方
法1300は、単に１つのインプリメンテーションに過ぎず、方法1300の動作は、他のインプ
リメンテーションが可能になるように、再構成またはそうでない場合は修正されることが
できることに留意されたい。
【０１００】
　[0111]いくつかの例においては、方法1000、1100、1200、および／または1300のうちの
２以上からの観点が組み合わされることができる。方法１０００、1100、１２００、およ
び／または１３００は、単に例示インプリメンテーションに過ぎず、方法１０００、１１
００、１２００および／または1300の動作は、他のインプリメンテーションが可能になる
ように、再構成またはそうでない場合は修正されることができることに留意されたい。
【０１０１】
　[0112]添付された図面に関連して上述された詳細な説明は、例を説明しており、インプ
リメントされ得るまたは特許請求の範囲の範囲内にある例のみを表すものではない。「例
（example）」、「例証的（exemplary）」という用語は、本説明中で使用されるとき、「
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例、実例、または例示としての役割を果たす」ことを意味し、「好ましい」または「他の
例に対して有利である」ことを意味しない。詳細な説明は、説明された技法の理解を提供
する目的として特定の詳細を含む。これらの技法は、しかしながら、これらの特定の詳細
なしに実施されうる。いくつかの事例において、良く知られている構造および装置は、説
明された例の概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で示される。
【０１０２】
　[0113]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちの任意のものを使用して
表わすことができる。例えば、上記の説明全体を通じて参照され得るデータ、命令、コマ
ンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場また
は磁性粒子、光場または光粒子、あるいはそれらの任意の組み合わせによって表されうる
。
【０１０３】
　[0114]本明細書での開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュー
ルは、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡま
たは他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハード
ウェアモジュール、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれ
らの任意の組み合わせを用いてインプリメントまたは実行されることができる。汎用プロ
セッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替において、このプロセッサは、任意の
従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシン（stat
e machine）であり得る。プロセッサはまた、計算デバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳ
Ｐおよびマイクロプロセッサの組み合わせ、多数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携した１つまたは多数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として
インプリメントされうる。
【０１０４】
　[0115]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせでインプリメントされる
ことができる。プロセッサによって実行されるソフトウェアで実現される場合、機能は、
コンピュータ可読媒体上で、１つ以上の命令またはコードとして記憶または送信されるこ
とができる。他の例およびインプリメンテーションは、本開示および添付された特許請求
の範囲の範囲および精神内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上述された機能
は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハー
ド配線、またはこれらのいずれかの組み合わせを使用してインプリメントされることがで
きる。機能をインプリメントする特徴はまた、機能の一部が異なる物理的ロケーションで
インプリメントされるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的にロケートさ
れることができる。請求項を含む本明細書で使用される場合、「および／または」という
用語は、２つ以上の項目からなるリストで使用されるとき、リストされた項目のうちのい
ずれか１つが単独で採用されうること、または、リストされた項目のうちの２つ以上から
なる任意の組み合わせが採用されうることを意味する。例えば、ある構成が、コンポーネ
ントＡ、Ｂ、および／またはＣを含むものとして説明されている場合、この構成は、Ａだ
け、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡとＢの組み合わせ、ＡとＣの組み合わせ、ＢとＣの組み合わせ、
またはＡとＢとＣの組み合わせを含むことができる。また、請求項を含む本明細書で使用
される場合、項目のリスト（例えば、「のうちの少なくとも１つ」または「のうちの１つ
または複数」のようなフレーズで始まる項目のリスト）において使用されるような「また
は（or）」は、例えば「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」のリストが、Ａ、ま
たはＢ、またはＣ、またはＡＢ、またはＡＣ、またはＢＣ、またはＡＢＣ（すなわち、Ａ
およびＢおよびＣ）を意味するような離接的なリスト（disjunctive list）を示す。
【０１０５】
　[0116]コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信媒体とコンピュータ記憶媒体との両方を含む
。記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセスされることができる任
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意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡ
Ｍ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ(登録商標)、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁
気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態
で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用されることができ、汎用
または特殊用途コンピュータ、もしくは汎用または特殊用途プロセッサによってアクセス
されることができる任意の他の媒体を備えることができる。また、任意の接続は、厳密に
はコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ、ま
たは他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタ
ル加入者回線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス
技法を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
ＤＳＬ、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技法は送信媒体の
定義に含まれている。ディスク（disk）およびディスク（disc）は、本明細書で使用され
る場合、コンパクトディスク（ＣＤ）（disc）、レーザーディスク(登録商標)（disc）、
光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）（disc）、フロッピー(登録商
標)ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ(登録商標)ディスク（disc）を含み、ここで
、ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生し、その一方でディスク（disc）は、
レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれる。
【０１０６】
　[0117]本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかであり、ここに
定義された一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他の変形形態に適用さ
れうる。したがって、本開示は、ここに説明された例および設計に限定されるべきではな
く、ここに開示された原理および新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えられることと
なる。
【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月28日(2017.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別することと、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別すること
と、ここにおいて、前記干渉周波数は前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り
当てられた前記周波数と少なくとも部分的に重複し、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡ
Ｔと異なる、および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項１
の方法。
【請求項３】
　前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数はＬＴＥアッ
プリンクに利用される、請求項２の方法。
【請求項４】
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信することをさらに備える、請求項３の
方法。
【請求項５】
　前記第２のＲＡＴは前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上で少なくとも１
つのパケットを送信する、請求項２の方法。
【請求項６】
　前記干渉周波数は前記第１のＲＡＴのＬＴＥダウンリンクを感度劣化にする(desensiti
ze)、請求項２の方法。
【請求項７】
　前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅は、予め定義された帯域幅インクリメン
トを含む、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定す
ることと、および
　前記干渉周波数を含む前記予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブ
ルすることにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減することと、
　をさらに備えた、請求項７の方法。
【請求項９】
　前記予め定義された帯域幅インクリメントは２０、４０、８０、および１６０帯域幅イ
ンクリメントを含む、請求項７の方法。
【請求項１０】
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントへ干渉周波
数情報を送信することと、および
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　前記指定された時間期間に前記アクセスポイントからの送信を受信することと、ここに
おいて、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する
、
　をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項１１】
　無線通信のための装置において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別し、第２のＲＡＴにより利用される帯域幅において少なくとも１つの
干渉周波数を識別するための干渉識別子と、ここにおいて、前記干渉周波数は、前記指定
された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数と少なくとも部分的に重
複し、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡＴと異なる、および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減するための干渉緩和器と、
　を備えた、装置。
【請求項１２】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項１
１の装置。
【請求項１３】
　ＬＴＥアップリンクに関して前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てら
れた前記周波数を使用するための送信機をさらに備えた、請求項１２の装置。
【請求項１４】
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信するための受信機をさらに備えた、請
求項１３の装置。
【請求項１５】
　前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上で少なくとも１つのパケットを前記
第２のＲＡＴを用いて送信するための送信機をさらに備えた、請求項１２の装置。
【請求項１６】
　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定し
、前記干渉周波数を含む予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルす
ることにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減するための干渉緩和器
をさらに備えた、請求項１１の装置。
【請求項１７】
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントに干渉周波
数情報を送信するための送信機と、および
　前記指定された時間期間に前記アクセスポイントから送信を受信するための受信機と、
ここにおいて、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利
用する、
　をさらに備えた、請求項１１の装置。
【請求項１８】
　無線通信のための装置において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別する手段と、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅において少なくとも１つの干渉周波数を識別する
手段と、ここにおいて、前記干渉周波数は、前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴ
に割り当てられた前記周波数と少なくとも部分的に重複し、前記第２のＲＡＴは前記第１
のＲＡＴと異なる、および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する手段と、
　を備えた、装置。
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【請求項１９】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項１
８の装置。
【請求項２０】
　ＬＴＥアップリンクのために前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てら
れた前記周波数を使用する手段をさらに備えた、請求項１９の装置。
【請求項２１】
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信する手段をさらに備えた、請求項２０
の装置。
【請求項２２】
　前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上で少なくとも１つのパケットを前記
第２のＲＡＴを用いて送信する手段をさらに備えた、請求項１９の装置。
【請求項２３】
　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定す
る手段と、および
　干渉周波数を含む前記予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルす
ることにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する手段と、
　をさらに備えた、請求項１８の装置。
【請求項２４】
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて、アクセスポイントに干渉周
波数情報を送信する手段と、および
前記指定された時間期間に前記アクセスポイントから送信を受信する手段と、ここにおい
て、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、
　をさらに備えた、請求項１８の装置。
【請求項２５】
　無線通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的コンピュータ可読
媒体において、前記コードは、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別し、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別すること
と、ここにおいて、前記干渉周波数は前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り
当てられた前記周波数と少なくとも部分的に重複し、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡ
Ｔとは異なる、および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する、
　ようにプロセッサにより実行可能である、非一時的記憶媒体。
【請求項２６】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項２
５のコンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
　前記コードは、さらに、ＬＴＥアップリンクのために前記指定された時間期間に前記第
１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数を使用するようにプロセッサにより実行可能であ
る、請求項２６のコンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記コードは、さらに、前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上で少なくと
も１つのパケットを前記第２のＲＡＴを用いて送信するようにプロセッサにより実行可能
である、請求項２６のコンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
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　前記コードは、さらに、
　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの所定の帯域幅インクリメントを決定し、および
　干渉周波数を含む前記所定の帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルすることに
より前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する、
　ようにプロセッサにより実行可能である、請求項２５のコンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　前記コードはさらに、
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントに干渉周波
数情報を送信し、および
　前記指定された時間期間に前記アクセスポイントから送信を受信する、ここにおいて、
前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、
　ように、プロセッサにより実行可能である、請求項２５のコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　[0117]本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかであり、ここに
定義された一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他の変形形態に適用さ
れうる。したがって、本開示は、ここに説明された例および設計に限定されるべきではな
く、ここに開示された原理および新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えられることと
なる。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
無線通信の方法において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別することと、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別すること
と、ここにおいて、前記干渉周波数は前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り
当てられた前記周波数に基づいて決定され、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡＴと異な
る；および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減することと、
を備える、方法。
　［Ｃ２］
　前記第１のRATはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２の
ＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、Ｃ１の方法
。
　［Ｃ３］
　前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数はＬＴＥアッ
プリンクに利用される、Ｃ２の方法。
　［Ｃ４］
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信することをさらに備える、Ｃ３の方法
。
　［Ｃ５］
　前記第２のＲＡＴは前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上に少なくとも１
つのパケットを送信する、Ｃ２の方法。
　［Ｃ６］
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　前記干渉周波数は前記第１のＲＡＴのＬＴＥダウンリンクを感度劣化にする(desensiti
ze)、Ｃ２の方法。
　［Ｃ７］
　前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅は、予め定義された帯域幅インクリメン
トを含む、Ｃ１の方法。
　［Ｃ８］
　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定す
ることと、および
　前記干渉周波数を含む前記予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブ
ルすることにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減することと、をさ
らに備えた、Ｃ７の方法。
　［Ｃ９］
　前記予め定義された帯域幅インクリメントは２０、４０、８０、および１６０帯域幅イ
ンクリメントを含む、Ｃ７の方法。
　［Ｃ１０］
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントへ干渉周波
数情報を送信することと、および
　前記指定された時間期間に前記アクセスポイントからの送信を受信することと、ここに
おいて、前記送信は、干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、を
さらに備えた、Ｃ１の方法。
　［Ｃ１１］
　無線通信のための装置において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別し、第２のＲＡＴにより利用される帯域幅において少なくとも１つの
干渉周波数を識別するための干渉識別子と、ここにおいて、前記干渉周波数は、前記指定
された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数に基づいて決定され、前
記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡＴと異なる；および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減するための干渉緩和器と、
を備えた、装置。
　［Ｃ１２］
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、Ｃ１１の
装置。
　［Ｃ１３］
　ＬＴＥアップリンクに関して指定された期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記
周波数を使用するための送信機をさらに備えた、Ｃ１２の装置。
　［Ｃ１４］
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信するための受信機をさらに備えた、Ｃ
１３の装置。
　［Ｃ１５］
　前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上に少なくとも１つのパケットを前記
第２のＲＡＴを用いて送信するための送信機をさらに備えた、Ｃ１２の装置。
　［Ｃ１６］
　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定し
、前記干渉周波数を含む予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルす
ることにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減するための干渉緩和器
をさらに備えた、Ｃ１１の装置。
　［Ｃ１７］
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントに干渉周波
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数情報を送信するための送信機と、および
　前記指定された時間の期間に前記アクセスポイントから送信を受信するための受信機と
、ここにおいて、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を
利用する、
をさらに備えた、Ｃ１１の装置。
　［Ｃ１８］
無線通信のための装置において、
　指定された時間の期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくと
も１つの周波数を識別する手段と、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅において少なくとも１つの干渉周波数を識別する
手段と、ここにおいて、前記干渉周波数は、前記指定された時間の期間に前記第１のＲＡ
Ｔに割り当てられた前記周波数に基づいて決定され、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡ
Ｔと異なる；および
　前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間の期間に前記第２の
ＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する手段と、
を備えた、装置。
　［Ｃ１９］
前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２の
ＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、Ｃ１８の装
置。
　［Ｃ２０］
ＬＴＥアップリンクのために前記指定された時間の期間に前記第１のＲＡＴに割り当てら
れた前記周波数を使用する手段をさらに備えた、Ｃ１９の装置。
　［Ｃ２１］
ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信する手段をさらに備えた、Ｃ２０の装置
。
　［Ｃ２２］
前記指定された時間の期間に前記低減された帯域幅上に少なくとも１つのパケットを前記
第２のＲＡＴを用いて送信する手段をさらに備えた、Ｃ１９の装置。
　［Ｃ２３］
前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定する
手段と、および
干渉周波数を含む前記予め定義された帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルする
ことにより前記第２のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する手段と、をさらに備
えた、Ｃ１８の装置。
　［Ｃ２４］
前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて、アクセスポイントに干渉周波
数情報を送信する手段と、および
前記指定された時間の期間に前記アクセスポイントから送信を受信する手段と、ここにお
いて、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、
をさらに備えた、Ｃ１８の装置。
　［Ｃ２５］
無線通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体において、前記コードは、
指定された時間の期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別し、
第２のＲＡＴにより利用される帯域幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別することと
、ここにおいて、前記干渉周波数は前記指定された時間の期間に前記第１のＲＡＴに割り
当てられた前記周波数に基づいて決定され、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡＴとは異
なる、および
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前記干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて前記指定された時間の期間に前記第２のＲ
ＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する、
ようにプロセッサにより実行可能である、非一時的記憶媒体。
　［Ｃ２６］
前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２の
ＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、Ｃ２５のコ
ンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２７］
前記コードは、さらに、ＬＴＥアップリンクのために前記指定された時間の期間に前記第
１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数を使用するようにプロセッサにより実行可能であ
る、Ｃ２６のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２８］
前記コードは、さらに、前記指定された時間の期間に前記低減された帯域幅上に少なくと
も１つのパケットを前記第２のＲＡＴを用いて送信するようにプロセッサにより実行可能
である、Ｃ２６のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２９］
前記コードは、さらに、
前記干渉周波数を含む少なくとも１つの所定の帯域幅インクリメントを決定し、および前
記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅を決定し、および干渉周波数
を含む前記所定の帯域幅インクリメントの利用をディスエーブルすることにより前記第２
のＲＡＴにより利用される前記帯域幅を低減する、
ようにプロセッサにより実行可能である、Ｃ２５のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ３０］
前記コードはさらに、
前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントに干渉周波数
情報を送信し、および
前記指定された時間の期間に前記アクセスポイントから送信を受信する、ここにおいて、
前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、ように
、プロセッサにより実行可能である、Ｃ２５のコンピュータ可読媒体。
【手続補正書】
【提出日】平成29年3月29日(2017.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別することと、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別すること
と、ここにおいて、前記干渉周波数は前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り
当てられた前記周波数と少なくとも部分的に重複し、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡ
Ｔと異なる、
　前記干渉周波数を含む、前記第２のＲＡＴにより使用される前記帯域幅の少なくとも１
つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定することと、および
　前記干渉周波数を含む前記少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントの利
用をディスエーブルすることにより、前記指定された時間期間に前記第２のＲＡＴにより
利用される前記帯域幅を低減することと、
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　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項１
の方法。
【請求項３】
　前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数はＬＴＥアッ
プリンクに利用される、請求項２の方法。
【請求項４】
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信することをさらに備える、請求項３の
方法。
【請求項５】
　前記第２のＲＡＴは前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上で少なくとも１
つのパケットを送信する、請求項２の方法。
【請求項６】
　前記干渉周波数は前記第１のＲＡＴのＬＴＥダウンリンクを感度劣化にする(desensiti
ze)、請求項２の方法。
【請求項７】
　前記予め定義された帯域幅インクリメントは２０、４０、８０、および１６０帯域幅イ
ンクリメントを含む、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントへ干渉周波
数情報を送信することと、および
　前記指定された時間期間に前記アクセスポイントからの送信を受信することと、ここに
おいて、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する
、
　をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項９】
　無線通信のための装置において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別し、第２のＲＡＴにより利用される帯域幅において少なくとも１つの
干渉周波数を識別するための干渉識別子と、ここにおいて、前記干渉周波数は、前記指定
された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数と少なくとも部分的に重
複し、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡＴと異なる、および
　　前記干渉周波数を含む少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントを決定
し、
　　前記干渉周波数を含む前記少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントの
利用をディスエーブルすることにより、前記指定された時間期間に前記第２のＲＡＴによ
り利用される前記帯域幅を低減する
　ための干渉緩和器と、
　を備えた、装置。
【請求項１０】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項９
の装置。
【請求項１１】
　ＬＴＥアップリンクに関して前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てら
れた前記周波数を使用するための送信機をさらに備えた、請求項１０の装置。
【請求項１２】
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信するための受信機をさらに備えた、請
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求項１１の装置。
【請求項１３】
　前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上で少なくとも１つのパケットを前記
第２のＲＡＴを用いて送信するための送信機をさらに備えた、請求項１０の装置。
【請求項１４】
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントに干渉周波
数情報を送信するための送信機と、および
　前記指定された時間期間に前記アクセスポイントから送信を受信するための受信機と、
ここにおいて、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利
用する、
　をさらに備えた、請求項９の装置。
【請求項１５】
　無線通信のための装置において、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別する手段と、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅において少なくとも１つの干渉周波数を識別する
手段と、ここにおいて、前記干渉周波数は、前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴ
に割り当てられた前記周波数と少なくとも部分的に重複し、前記第２のＲＡＴは前記第１
のＲＡＴと異なる、
　前記干渉周波数を含む前記第２のＲＡＴにより使用される前記帯域幅の少なくとも１つ
の予め定義された帯域幅インクリメントを決定する手段と、および
　前記干渉周波数を含む前記少なくとも１つの予め定義された帯域幅インクリメントの利
用をディスエーブルすることにより、前記指定された時間期間に前記第２のＲＡＴにより
利用される前記帯域幅を低減する手段と、
　を備えた、装置。
【請求項１６】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項１
５の装置。
【請求項１７】
　ＬＴＥアップリンクのために前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り当てら
れた前記周波数を使用する手段をさらに備えた、請求項１６の装置。
【請求項１８】
　ＬＴＥアップリンクスケジューリング情報を受信する手段をさらに備えた、請求項１７
の装置。
【請求項１９】
　前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上で少なくとも１つのパケットを前記
第２のＲＡＴを用いて送信する手段をさらに備えた、請求項１６の装置。
【請求項２０】
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいて、アクセスポイントに干渉周
波数情報を送信する手段と、および
前記指定された時間期間に前記アクセスポイントから送信を受信する手段と、ここにおい
て、前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、
　をさらに備えた、請求項１５の装置。
【請求項２１】
　無線通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的コンピュータ可読
媒体において、前記コードは、
　指定された時間期間に第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に割り当てられた少なくとも
１つの周波数を識別し、
　第２のＲＡＴにより利用される帯域幅内の少なくとも１つの干渉周波数を識別すること
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と、ここにおいて、前記干渉周波数は前記指定された時間期間に前記第１のＲＡＴに割り
当てられた前記周波数と少なくとも部分的に重複し、前記第２のＲＡＴは前記第１のＲＡ
Ｔとは異なる、
　前記干渉周波数を含む前記第２のＲＡＴにより使用される前記帯域幅の少なくとも１つ
の所定の帯域幅インクリメントを決定し、および
　前記干渉周波数を含む前記少なくとも１つの所定の帯域幅インクリメントの利用をディ
スエーブルすることにより、前記指定された時間期間に前記第２のＲＡＴにより利用され
る前記帯域幅を低減する、
　ようにプロセッサにより実行可能である、非一時的記憶媒体。
【請求項２２】
　前記第１のＲＡＴはロングタームイボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴであり、前記第２
のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴである、請求項２
１のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３】
　前記コードは、さらに、ＬＴＥアップリンクのために前記指定された時間期間に前記第
１のＲＡＴに割り当てられた前記周波数を使用するようにプロセッサにより実行可能であ
る、請求項２２のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４】
　前記コードは、さらに、前記指定された時間期間に前記低減された帯域幅上で少なくと
も１つのパケットを前記第２のＲＡＴを用いて送信するようにプロセッサにより実行可能
である、請求項２２のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５】
　前記コードはさらに、
　前記決定された干渉周波数に少なくとも部分的に基づいてアクセスポイントに干渉周波
数情報を送信し、および
　前記指定された時間期間に前記アクセスポイントから送信を受信する、ここにおいて、
前記送信は、前記干渉周波数情報により決定された低減された帯域幅を利用する、
　ように、プロセッサにより実行可能である、請求項２１のコンピュータ可読媒体。
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